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二
○
○
三
年
（
平
成
一
五
年
）
四
月

一
日
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学
に
文
化

科
学
研
究
科
の
六
番
目
の
専
攻
と
し
て
、

日
本
文
学
研
究
専
攻
（
博
士
後
期
課
程
）

が
設
置
さ
れ
た
。
日
本
文
学
研
究
専
攻

は
、
文
部
科
学
省
大
学
共
同
利
用
機
関

国
文
学
研
究
資
料
館
を
基
盤
機
関
と
し

て
設
置
さ
れ
た
専
攻
で
あ
る
。

総
合
研
究
大
学
院
大
学
は
、
大
学
院

だ
け
を
置
く
学
部
を
持
た
な
い
国
立
大

学
と
し
て
、
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三

年
）
一
○
月
に
開
学
し
た
我
が
国
初
の

大
学
院
大
学
で
あ
る
。
文
化
科
学
研
究

科
は
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学
の
一
つ

の
研
究
科
と
し
て
、
五
つ
の
人
文
科
学

系
大
学
共
同
利
用
機
関
を
基
盤
機
関

（
国
立
民
族
学
博
物
館
、
国
際
日
本
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
、
メ
デ
ィ
ア
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
、

国
文
学
研
究
資
料
館
）
と
し
て
い
る
。

文
化
科
学
研
究
科
は
、
一
九
八
九
年

（
平
成
元
年
）
四
月
国
立
民
族
学
博
物

館
を
基
盤
と
し
て
、
二
専
攻
（
地
域
文

総
合
研
究
大
学
院
大
学
へ
の

参
加
に
つ
い
て

日
本
文
学
研
究
専
攻
長
安
永
尚
志

化
学
専
攻
、
比
較
文
化
学
専
攻
）
を
置

い
て
創
設
さ
れ
た
。
続
い
て
、
一
九
九

二
年
（
平
成
四
年
）
度
に
は
、
国
際
日

本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
を
基
盤
と
し
て

国
際
日
本
研
究
専
攻
が
、
一
九
九
九
年

（
平
成
一
一
年
）
度
に
は
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
を
基
盤
と
し
て
日
本
歴
史
研

究
専
攻
が
、
二
○
○
一
年
（
平
成
一
三

年
）
度
に
は
メ
デ
ィ
ア
教
育
開
発
セ
ン

タ
ー
を
基
盤
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
社
会
文

化
専
攻
が
、
そ
し
て
本
年
度
国
文
学
研

究
資
料
館
を
基
盤
と
し
て
日
本
文
学
研

究
専
攻
が
、
設
腫
さ
れ
た
。

日
本
文
学
研
究
専
攻
に
お
け
る
教

育
ｐ
研
究
の
基
本
的
理
念
は
、
「
日
本

文
学
研
究
専
攻
は
書
物
を
中
心
と
し
た

文
化
資
源
に
対
す
る
科
学
的
で
高
度
な

知
識
を
有
し
、
文
学
を
文
化
科
学
の
一

環
と
し
て
総
合
的
・
多
角
的
に
研
究
し

得
る
若
手
研
究
者
の
育
成
を
基
本
理
念

と
し
て
、
豊
饒
な
日
本
文
化
の
継
承
と

発
展
に
寄
与
す
る
新
し
い
学
問
領
域
を

切
り
拓
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と

侭、

し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
本
専
攻

で
は
国
文
学
研
究
資
料
館
が
収
集
し
て

い
る
原
典
資
料
を
文
化
情
報
資
源
と
し

て
位
置
づ
け
、
書
物
お
よ
び
作
品
と
し

て
の
特
質
や
隣
接
諸
学
と
の
関
連
な
ど

を
総
合
的
に
研
究
し
、
こ
れ
ら
原
典
資

料
が
持
つ
情
報
を
活
用
し
て
、
：
先
進
的

な
日
本
文
学
研
究
を
行
う
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

日
本
文
学
研
究
専
攻
で
は
、
教
育
研

究
指
導
分
野
と
し
て
、
文
化
資
源
論
に

立
脚
し
た
日
本
文
学
研
究
の
専
門
的
な

指
導
を
目
的
と
し
て
、
文
化
資
源
が
語

る
多
様
な
情
報
の
理
解
を
目
的
と
し
た

共
通
科
目
、
日
本
文
化
に
お
け
る
文
学

の
あ
り
方
を
総
体
と
し
て
把
握
す
る
た

め
の
三
つ
の
教
育
研
究
指
導
分
野
（
文

学
資
源
研
究
、
文
学
形
成
研
究
、
文
学

環
境
研
究
）
を
立
て
て
い
る
。

「
共
通
科
目
」
で
は
、
写
本
や
版
本

ニ
ワ
■
》

ま
た
は
文
書
な
ど
、
現
存
す
る
文
化
資

源
が
語
る
さ
ま
ざ
ま
な
憎
報
を
扱
う
た

め
の
方
法
論
に
つ
い
て
教
育
研
究
を
行

う
。
文
学
情
報
論
、
書
物
情
報
論
、
記

録
情
報
論
の
三
科
目
を
置
く
。
「
文
学

資
源
研
究
」
で
は
、
日
本
文
学
の
資
源

基
盤
で
あ
る
瞥
物
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
、

書
写
・
出
版
・
集
積
・
交
流
な
ど
の
文

化
的
観
点
か
ら
考
察
し
、
表
れ
た
特
質

に
つ
い
て
教
育
研
究
を
行
う
。
書
物
メ

へ

デ
ィ
ア
論
、
書
物
交
流
論
、
書
写
文
化

論
、
前
期
出
版
文
化
論
、
後
期
出
版
文

化
論
、
資
源
集
積
論
の
六
科
目
を
置
く
。

「
文
学
形
成
研
究
」
で
は
、
文
化
情
報

と
し
て
作
品
が
い
か
に
書
か
れ
読
ま
れ

た
か
、
具
体
的
な
本
文
・
表
現
・
作
品

に
即
し
て
考
察
し
、
文
学
作
品
形
成
お

よ
び
享
受
の
動
態
に
つ
い
て
教
育
研
究

を
行
う
。
本
文
形
成
論
、
表
現
形
成
論
、

作
品
形
成
論
（
中
世
以
前
）
、
作
品
形

成
論
（
近
世
以
後
）
、
作
品
享
受
論
の

五
科
目
を
置
く
。
「
文
学
環
境
研
究
」

で
は
、
文
学
を
形
成
し
て
き
た
制
度
・

環
境
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
文
学
環
境

の
実
態
を
考
察
し
、
そ
の
特
質
に
つ
い

て
教
育
研
究
を
行
う
。
文
学
思
想
論

（
中
世
以
前
）
、
文
学
思
想
論
（
近
世
以

降
）
、
文
学
芸
術
論
、
文
学
集
団
論
、

文
学
社
会
論
の
五
科
目
を
置
く
。
以
上
、

一
九
科
目
の
教
育
研
究
指
導
分
野
を
立

て
て
い
る
。

日
本
文
学
研
究
は
、
欧
米
に
お
い
て

永
い
歴
史
を
持
ち
多
く
の
成
果
を
生
ん

で
き
て
い
る
。
近
年
は
、
そ
の
他
の
諸

外
国
で
も
日
本
文
学
研
究
に
対
す
る
関

心
が
一
届
高
ま
り
、
教
育
研
究
は
活
発

化
し
て
き
て
い
る
。
本
専
攻
は
国
際
的

な
視
野
を
持
っ
た
日
本
文
学
研
究
の
た

め
の
高
等
教
育
研
究
を
意
図
し
て
い
る
。

－2－



平成15年9月国文学研究資料館報第61号

本
専
攻
設
置
後
、
直
ち
に
最
初
の
入

学
者
選
抜
試
験
を
実
施
し
、
一
○
名
の

応
募
者
の
中
か
ら
三
名
の
意
欲
的
で
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
第
一
期
生
が
入
学
し
た
。

大
内
英
範
君
は
「
源
氏
物
語
鎌
倉
期
本

文
の
研
究
」
、
中
島
次
郎
君
は
弓
淋
敷

座
之
慰
』
を
中
心
と
す
る
近
世
前
期
歌

謡
の
研
究
」
、
仁
野
平
郁
君
は
「
新
傾

向
俳
句
連
動
と
は
何
だ
っ
た
の
か
ｌ
碧

梧
桐
と
碧
門
俳
人
の
芸
術
活
動
」
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
課
題
と
し
て
、
日
々

研
錨
を
職
ん
で
い
る
。

本
専
攻
の
教
育
研
究
棟
も
、
本
館
裏

側
の
池
に
面
し
た
旧
書
庫
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
、
独
立
し
た
研
究
棟
と
し
て
新

た
に
整
備
さ
れ
た
。
院
生
室
、
講
義
室
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
等
が
整
備
さ
れ
、

日
々
の
教
育
研
究
活
動
の
拠
点
と
な
っ

て
き
て
い
る
。

日
本
文
学
研
究
専
攻
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
あ
る
。
す
べ
て
が
初
め
て
の
こ

と
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
白
紙
の
状
態
で

日
々
戸
惑
っ
て
い
る
。
指
導
教
官
、
院

生
を
始
め
、
関
係
各
位
の
ご
努
力
で
少

し
ず
つ
で
あ
る
が
、
確
実
に
進
展
し
て

い
る
。
な
お
、
一
層
の
ご
尽
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
。

本
専
攻
を
支
え
る
事
務
組
織
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
事
務
官
が
新
規
増
員
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
法
人
化
等

機
構
改
革
の
流
れ
に
よ
り
実
現
し
て
い

な
い
。
館
長
、
管
理
部
長
の
ご
配
慮
に

よ
り
、
国
文
学
研
究
資
料
館
管
理
部
庶

務
課
共
同
利
用
係
が
あ
た
る
こ
と
と
な

っ
た
。
本
専
攻
を
立
ち
上
げ
、
軌
道
に

乗
せ
る
た
め
の
膨
大
な
事
務
が
山
積
し
、

日
々
発
生
し
て
い
る
。
庶
務
課
を
あ
げ

て
の
、
ま
た
共
同
利
用
係
各
位
の
献
身

的
な
ご
努
力
で
、
漸
く
出
だ
し
の
三
ヶ

へ

月
を
乗
り
切
っ
た
。
こ
こ
に
深
謝
申
し

上
げ
る
。

本
専
攻
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の

評
議
員
会
、
運
営
協
議
員
会
、
各
種
委

員
会
の
先
生
方
、
教
職
員
、
関
係
者
各

位
の
ご
指
導
と
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、

原
典
資
料
を
基
礎
と
す
る
先
進
的
か
つ

中
心
的
な
高
等
教
育
研
究
機
関
と
し
て

発
展
す
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
ご
協
力
を

へ

お
願
い
し
た
い
。

さ
い
ご
に
、
日
本
文
学
研
究
の
伝
統

を
踏
ま
え
、
新
た
な
開
拓
を
目
指
す
意

欲
あ
ふ
れ
る
第
二
期
生
の
方
々
の
入
学

を
心
か
ら
期
待
し
て
い
る
。

（
研
究
情
報
部
教
授
）2003年4月1日看板上掲式での専攻長（左）と館長
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森
圏
外
の
「
阿
部
一
族
」
で
、
自
殺

同
然
に
討
死
す
る
細
川
藩
士
竹
内
数
馬

の
、
島
原
の
乱
の
戦
功
を
述
べ
る
く
だ

り
に
は
「
渡
邊
新
彌
、
仲
光
内
膳
と
数

馬
と
の
三
人
が
天
晴
で
あ
っ
た
」
と
立

花
飛
騨
守
宗
茂
が
わ
ざ
わ
ざ
連
名
の
感

状
を
過
っ
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
そ

の
藍
本
と
な
っ
た
『
阿
部
茶
事
談
」
に

は
「
立
花
飛
州
よ
り
給
は
り
し
感
状
は

数
馬
・
渡
邊
新
彌
・
仲
光
小
内
膳
三
人

連
名
也
、
仲
光
氏
へ
相
伝
ふ
と
云
」
と

あ
り
、
典
拠
で
あ
る
こ
と
瞭
然
と
し
て

い
る
。さ
て
こ
の
「
仲
光
小
内
膳
」
こ
と
、

半
助
正
昭
（
一
六
一
九
～
一
六
七
九
）

は
武
功
で
も
ま
た
文
事
に
お
い
て
、
家

中
抜
群
の
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
も

と
よ
り
そ
の
名
は
、
鴎
外
が
典
拠
に
あ

く
ま
で
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
た
が
故
に
、

た
ま
た
ま
出
さ
れ
た
と
言
え
る
が
、
正

昭
が
『
阿
部
一
族
」
「
興
津
彌
五
右
術

門
の
過
瞥
」
の
登
場
人
物
と
も
深
く
関

わ
り
を
有
し
、
そ
の
家
が
蔵
書
に
富
み
、

な
か
み
つ

三
宅
家
蔵
仲
光
家
文
書
の

典
籍
類
に
つ
い
て

そ
れ
が
現
代
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
と

な
れ
ば
、
鴎
外
好
き
な
ら
ず
と
も
少
な

か
ら
ぬ
興
味
を
覚
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

事
実
、
仲
光
家
に
は
、
興
津
彌
五
右
衞

門
が
主
君
細
川
忠
興
の
命
を
受
け
て
長

崎
で
買
い
付
け
て
き
た
と
い
う
名
香
初

音
の
一
片
（
の
ち
勅
命
に
よ
り
白
菊
と

改
称
す
る
）
が
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
ｐ

仲
光
家
に
伝
来
し
た
文
書
・
典
籍
類

の
こ
と
は
、
熊
本
に
お
い
て
さ
え
必
ず

し
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
昭
和
三
十
年
頃
、
仲
光
家
か
ら
そ

の
縁
戚
に
当
た
る
三
宅
家
の
蔵
と
な
り
、

大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
た
。

昨
年
（
平
成
十
四
年
）
、
熊
本
市
役
所

の
市
史
編
纂
室
が
、
『
新
熊
本
市
史
」
編

纂
の
た
め
、
こ
の
仲
光
家
文
書
を
借
り

出
さ
れ
て
調
査
し
、
仮
目
録
を
作
成
さ

れ
た
。
そ
こ
に
は
多
数
の
文
学
関
係
書

が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
か
ね
て

市
史
編
纂
室
の
業
務
を
助
力
さ
れ
、
当

館
の
文
献
資
料
調
査
員
で
も
あ
る
徳
岡

岸､

小

川

剛
生

涼
氏
よ
り
御
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。

こ
う
し
て
、
三
宅
家
当
主
久
美
子
氏
、

お
よ
び
市
史
編
纂
室
の
ご
許
可
を
い
た

だ
き
、
徳
岡
氏
・
鈴
木
元
氏
砂
川
平
敏

文
氏
お
よ
び
小
川
の
四
名
で
、
急
速
六

月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
か
け
て
の
一
二

日
間
、
典
籍
の
調
査
を
行
っ
た
。
「
仲

光
家
文
書
目
録
」
に
よ
れ
ば
？
番
号
は

三
六
八
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

一
～
九
九
は
家
譜
・
先
祖
付
・
藩
主
ら

要
人
の
書
状
・
武
道
伝
授
書
の
類
で
あ

り
、
一
○
○
以
降
が
典
籍
、
二
三
八
か

ら
が
書
画
掛
軸
の
類
と
な
る
。
お
よ
そ

一
四
○
点
の
典
籍
の
う
ち
に
は
、
歌
書

類
の
善
本
が
多
い
こ
と
が
目
を
惹
く
。

も
と
よ
り
「
国
書
総
目
録
」
等
に
は
未
、

登
載
の
伝
本
で
あ
る
。
と
く
に
重
要
と

思
わ
れ
る
典
籍
に
つ
い
て
は
、
後
日
解

題
を
執
筆
し
て
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る

が
、
０
：
い
ま
だ
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
蔵

書
の
概
容
を
簡
単
に
記
し
て
、
大
方
の

参
考
に
供
し
た
い
と
思
う
９

家
譜
に
よ
れ
ば
仲
光
家
は
清
和
源
氏

に
属
し
、
戦
国
時
代
肥
後
に
勢
力
の
あ

く
畠
ぺ

っ
た
隈
部
氏
の
支
族
で
、
菊
池
仲
光
の

地
に
拠
り
こ
こ
を
名
字
と
し
、
代
々
半

助
を
通
称
と
し
た
。

初
代
正
昭
は
始
め
正
綱
と
い
い
、
寛

永
八
年
十
三
歳
の
時
、
細
川
忠
利
に
小

へ

倉
で
御
目
見
、
翌
九
年
御
小
姓
と
し
て

召
し
出
さ
れ
た
。
十
五
年
島
原
の
乱
で

の
軍
功
は
上
の
通
り
で
あ
る
が
晩
年
に

「
有
馬
城
攻
覚
書
』
（
写
一
冊
、
一
二
）

を
過
し
て
い
る
。
仲
光
家
文
書
の
な
か

に
は
例
の
『
阿
部
茶
事
談
』
（
写
一
冊
、

一
八
四
）
も
存
す
る
の
は
、
正
昭
の
働

き
を
い
か
に
子
孫
が
敬
慕
し
て
い
た
か

を
思
え
ば
よ
く
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
本

は
嘉
永
三
年
堀
田
家
蔵
本
を
写
し
た
も

の
で
、
本
文
は
略
本
で
あ
る
永
青
文
庫

蔵
本
に
近
い
が
、
同
書
の
新
出
伝
本
と

し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

正
昭
は
忠
利
の
言
に
よ
り
、
烏
丸
光

広
、
冷
泉
為
景
、
烏
丸
資
慶
ら
に
つ
い

て
歌
道
を
学
ん
だ
。
家
集
「
和
歌
草
藁

集
』
（
写
一
冊
、
一
二
六
）
、
「
中
納
言

為
景
卿
御
添
削
』
（
写
一
軸
、
・
二
二
）
、

「
詠
十
五
首
和
歌
』
（
写
一
軸
八
二
三
、

光
広
添
削
）
・
な
ど
が
詠
草
と
し
て
伝
え

ら
れ
て
き
た
。
「
正
昭
翁
覚
瞥
」
（
写
一

軸
、
一
二
○
）
は
歌
道
と
の
関
わ
り
を

自
ら
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

仲
光
家
の
歌
書
類
は
こ
の
正
昭
が
主

君
か
ら
拝
領
し
た
典
籍
、
あ
る
い
は
自

ら
番
写
し
た
も
の
を
母
胎
と
し
て
形
成

さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
巻
五

秋
下
の
三
五
首
の
零
本
と
は
い
い
な
が

ら
、
撰
者
飛
鳥
井
雅
世
の
自
筆
に
か
か

る
「
新
続
古
今
和
歌
集
」
（
室
町
中
期
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写
一
軸
、
一
○
六
）
が
あ
る
（
図
版
は

冒
頭
と
奥
書
）
。
こ
の
本
は
室
町
幕
府

管
領
細
川
高
国
の
手
を
経
て
幽
斎
に
伝

わ
っ
た
も
の
で
、
後
に
忠
利
よ
り
正
昭

が
拝
領
し
た
と
い
う
。
徳
岡
氏
の
論
孜

「
三
宅
家
蔵
仲
光
家
旧
蔵
『
新
続
古
今

和
歌
集
』
に
つ
い
て
」
（
市
史
研
究
く

ま
も
と
ｕ
号
平
賜
・
３
）
が
、
こ
の

本
は
同
集
の
再
度
奏
覧
時
の
正
本
の
一

部
で
は
な
い
か
、
と
推
定
す
る
通
り
、

数
少
な
い
勅
撰
和
歌
集
の
奏
覧
本
の
現

物
と
し
て
大
き
な
価
値
を
有
す
る
。
こ

の
ほ
か
歌
書
類
で
主
な
も
の
を
列
挙
す

れ
ば
、
肖
柏
編
『
九
代
抄
』
（
室
町
末

期
写
一
冊
、
一
○
二
）
、
「
源
氏
詞
・
正

風
躰
抄
・
師
説
自
見
集
』
（
一
○
三
、

七
丁
の
み
存
、
永
正
十
二
年
正
月
書
写

ｐ
、
４
２
Ｊ
。
■
甲
少
・
１
４
■
，
１
１
１
１
１
１
利
ｑ
４
屯
。
・
喝
“
．
叫
４
Ｆ
◆

叫
湾
漁
辨
叩
曄
珍
辨
吻
脇
羅
廷
や
ぶ
慰
録
…

誓
冤
く
。
『
、
．

▲
為
．

私
『
６
ｋ

鰯
螺
榔
欺

■

〃

■

燕

・
つ
氏
且
令
ｐ
ｆ
Ｐ

■
夕
■
Ｌ

寺
■

１
人
’
凱
干
＃
ｖ
４
瞳
、

浄

奥
書
あ
り
）
、
飛
鳥
井
雅
俊
「
和
歌
之

条
々
」
（
江
戸
初
期
写
一
軸
、
一
○
四
）
、

『
歌
合
』
（
江
戸
初
期
写
一
冊
、
一
○
七
、

正
治
一
年
仙
洞
十
人
歌
合
以
下
六
種
の

歌
合
を
収
め
る
）
、
『
拾
遺
愚
草
』
（
江

戸
前
期
写
二
冊
、
一
一
七
・
一
二
七
）
、

「
正
徹
物
語
』
（
江
戸
前
期
写
一
冊
、
一

二
四
、
上
巻
の
み
存
）
、
『
拾
逝
愚
草
抄

出
聞
書
』
（
江
戸
初
期
写
一
冊
、
一
二

八
）
、
『
師
兼
千
首
」
（
室
町
末
期
写
一

冊
、
一
三
二
な
ど
が
あ
る
。

正
昭
の
後
、
仲
光
家
は
正
辰
・
正

有
・
正
古
・
正
右
・
正
喜
・
正
意
・
正

富
・
永
勝
・
正
時
と
相
承
け
た
。
正
富

に
男
子
な
く
、
分
家
の
狩
野
氏
よ
り
永

勝
が
嗣
ぎ
、
明
治
維
新
を
迎
え
て
い
る
。

歴
代
中
、
正
有
・
永
勝
・
正
時
の
識
語

＝

を
持
つ
典
籍
が
目
立
ち
、
家
の
蔵
書
の

管
理
と
拡
充
に
心
を
砕
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

正
有
は
綱
利
・
宣
紀
・
宗
孝
の
三
世

泥
懇
の
重
臣
と
い
わ
れ
て
大
い
に
家
名

を
挙
げ
た
が
、
儒
学
者
林
三
陽
（
春

泰
・
長
泰
）
の
実
子
で
あ
る
。
三
陽
は

林
羅
山
の
妻
の
弟
荒
川
長
家
（
宗
竹
）

の
四
男
で
、
従
兄
に
当
た
る
鴬
峰
に
師

事
し
て
『
本
朝
通
鑑
』
の
編
纂
に
も
従

い
、
林
姓
を
名
乗
っ
た
。
三
陽
は
正
昭

女
を
妻
と
し
、
そ
の
間
に
生
ま
れ
た
正

有
が
正
辰
の
養
子
と
し
て
仲
光
家
を
嗣

ぐ
の
で
あ
る
。
三
陽
を
介
し
た
林
家
と

の
関
係
に
も
興
味
を
惹
く
も
の
が
あ
る
。

事
実
、
三
陽
筆
に
か
か
る
鴬
峰
の
「
論

語
集
註
私
考
』
（
写
一
冊
、
二
三
三
）

へ

(『市史研究くまもと」14号より転載）

な
ど
が
見
え
る
。
こ
う
い
う
要
路
に
繋

が
る
人
々
が
周
囲
に
い
た
こ
と
で
、
仲

光
家
の
蔵
書
が
よ
り
充
実
し
た
こ
と
も

容
易
に
想
像
さ
れ
よ
う
。

月
並
み
で
は
あ
る
が
、
正
昭
以
来
三

百
年
の
星
霜
を
経
て
、
貴
重
な
典
籍
類

を
守
り
伝
え
て
き
た
、
仲
光
家
歴
代
の

努
力
に
思
い
を
致
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。
郷
土
資
料
と
し
て
の
価
値
も
も
と

よ
り
、
武
家
の
学
問
の
実
態
を
伝
え
る

蔵
書
と
し
て
大
変
貴
重
で
あ
る
。
何
よ

り
正
昭
が
中
世
歌
学
の
大
成
者
で
あ
る

幽
斎
を
出
し
た
細
川
家
に
仕
え
子
孫
も

そ
の
記
憶
を
忘
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、

仲
光
家
文
書
の
歌
書
は
、
正
統
的
な
歌

学
を
反
映
し
た
、
質
の
高
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
後
、
文
学
・

歴
史
学
の
研
究
の
た
め
に
大
い
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
幸
い
な

こ
と
に
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る

収
集
が
許
可
さ
れ
、
既
に
撮
影
も
終
わ

っ
て
お
り
、
当
館
に
お
け
る
閲
覧
・
複

写
が
可
能
と
な
る
見
通
し
で
あ
る
。

最
後
に
改
め
て
三
宅
久
美
子
氏
に
深

甚
の
謝
意
を
表
す
る
。
ま
た
周
旋
の
労

を
厭
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
配
慮
を
恭

く
し
た
市
史
編
纂
室
の
一
木
和
世
氏
・

近
浦
茂
美
氏
に
も
篤
く
御
礼
申
し
上
げ

る
。
（
文
献
資
料
部
助
教
授
）
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当
館
は
、
平
成
一
五
年
度
の
二
月

（
二
○
○
四
年
二
月
）
に
、
海
外
の
日

本
語
資
料
を
専
門
的
に
扱
う
司
書
を
対

象
に
、
日
本
古
典
籍
講
習
会
を
開
催
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
講
習
会
は
、
北

米
東
亜
図
書
館
協
会
（
○
向
シ
ｃ
日
本

文
献
委
員
会
と
の
交
流
の
穂
み
重
ね
と

協
力
の
上
に
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
当
館
と
日
本
資
料
専
門
家
欧
州

協
会
（
因
シ
］
幻
巴
等
と
の
交
流
の
実

績
に
鑑
み
、
対
象
を
欧
米
を
中
心
と
す

る
、
海
外
で
日
本
語
資
料
の
整
理
に
当

た
る
司
瞥
に
拡
大
し
て
実
施
す
る
こ
と

と
し
た
。
↓

な
お
、
平
成
一
六
年
度
以
降
は
、
原

則
と
し
て
国
内
の
図
書
館
司
書
等
を
対

象
に
、
毎
年
夏
、
講
習
会
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。
来
年
四
、
五
月
頃
に
募

集
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
多
数
の
ご
応

募
を
期
待
し
た
い
。

趣
旨
、
及
び
今
回
の
実
施
要
項
、
力

海
外
司
書
日
本
古
典
籍
講
習
会

開
講
に
当
た
っ
て

弔
尉
“
９
局
巴
ご
『
○
吋
床
の
唇
○
℃
昏
崗
○
ぐ
①
『
の
①
餌
の
Ｆ
ご
門
四
国
四
口
⑫
ｏ
自

国
四
吋
ご
］
画
ご
四
国
①
の
①
国
○
○
穴
の

【
趣
旨
｝

当
館
は
、
’
一
九
世
紀
以
前
の
日
本
の

書
物
、
す
な
わ
ち
古
典
籍
を
調
査
、
収

集
し
、
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を

基
幹
事
業
と
す
る
研
究
機
関
で
あ
り
、

同
時
に
日
本
国
内
外
に
所
在
す
る
古
典

籍
の
総
合
目
録
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
は
、
各
所
蔵
機
関
と
の
協
力
を
一

層
密
に
し
て
、
古
典
籍
の
総
合
目
録
化

事
業
を
進
め
る
必
要
性
を
痛
感
し
て
い

る
。
本
講
習
会
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

国
内
外
に
所
在
す
る
日
本
古
典
籍
の
整

理
、
目
録
化
を
促
進
し
、
広
く
活
用
さ

れ
る
よ
う
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
に

発
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
各
所
蔵
機

関
の
図
書
館
員
等
を
対
象
と
し
て
、
受

講
者
が
古
典
籍
書
誌
学
の
基
礎
知
識
や

整
理
方
法
の
技
術
を
修
得
で
き
る
よ
う

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
以
下
の
通
り
。

”
（
整
理
閲
覧
部
長
）

一、

鈴
木
淳

継
続
的
に
行
い
、
も
っ
て
古
典
籍
に
関

す
る
高
度
な
専
門
家
を
養
成
し
よ
う
と

す
る
と
こ
ろ
に
目
的
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
日
本
の
書
物
は
、
奈
良
時

代
初
期
に
「
古
事
記
」
が
成
立
し
て
以

来
、
実
に
約
一
三
○
○
年
の
長
い
歴
史

を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
作
ら
れ

た
書
物
の
数
は
測
り
知
れ
な
い
・
そ
れ

ら
は
紙
に
筆
墨
で
記
さ
れ
、
あ
る
い
は

印
刷
さ
れ
た
上
で
書
物
の
形
に
装
訂
さ

れ
、
多
種
多
様
な
情
報
と
し
て
人
々
に

読
み
伝
え
ら
れ
、
大
切
に
保
存
さ
れ
て

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
現
在
、
日
本
国

内
の
図
書
館
，
文
庫
、
個
人
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
等
に
は
膨
大
な
数
の
写
本
、
版
本

等
、
一
九
世
紀
以
前
の
書
物
資
料
す
な

わ
ち
日
本
古
典
籍
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

一
部
は
国
外
に
移
転
し
て
伝
存
す
る
。

こ
れ
ら
書
物
資
料
は
、
た
と
え
ば
美
術

的
装
飾
を
凝
ら
し
た
歌
集
や
物
語
等
の

古
写
本
か
ら
、
史
瞥
や
仏
書
等
の
教
養

書
、
あ
る
い
は
草
双
紙
と
称
す
る
黄
表

紙
や
合
巻
等
の
娯
楽
書
に
至
る
ま
で
、

す
べ
て
日
本
文
化
の
根
幹
を
成
す
貴
重

な
通
産
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
書
物
の
材
質
ｉ
あ
る
和
紙
は
、

句
‐
・
ａ
■

世
界
に
も
類
を
見
な
い
ほ
ど
良
質
で
あ

る
が
、
同
時
に
、
紙
と
い
う
性
格
上
、

非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
で
常
に
破
損
、
紛

失
の
危
険
に
曝
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
申

~

す
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
よ
っ
て
、
で
き

る
だ
け
早
急
に
調
査
し
、
整
理
、
保
存

を
図
り
、
然
る
べ
く
研
究
、
利
用
に
供

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
し
か
し
、
現

状
で
は
心
国
内
の
古
典
籍
の
う
ち
、
総

合
目
録
で
あ
る
「
国
書
総
目
録
」
「
古

典
籍
総
合
目
録
」
等
に
登
載
さ
れ
、
所

在
が
判
明
す
る
の
は
約
半
分
強
に
過
ぎ

ず
、
そ
の
残
り
の
何
割
か
は
各
所
蔵
機

関
の
所
蔵
目
録
に
の
み
の
登
載
で
あ
り
、

さ
ら
に
そ
の
余
は
あ
ら
ゆ
る
目
録
に
未

登
載
で
あ
る
。

国
外
で
は
東
ア
ジ
ア
と
欧
米
を
中
心

に
、
絵
本
９
和
刻
本
を
は
じ
め
と
す
る

大
量
の
日
本
古
典
籍
が
図
書
館
、
博
物

館
、
そ
の
他
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
多
く
は
「
国
書
総
目
録
」
等
の
総
合

目
録
に
未
登
載
で
あ
り
、
過
半
は
所
蔵

目
録
に
も
登
載
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
国
内
、
国
外
と
も
、
こ
れ

ら
未
登
職
分
に
つ
い
て
は
、
各
所
蔵
機

関
の
職
員
の
努
力
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ

目
録
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
る

に
、
一
部
の
機
関
を
除
い
て
、
図
書
館

員
の
方
々
の
古
典
籍
の
整
理
に
対
す
る

知
識
や
技
術
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
い

え
ず
、
こ
の
ま
ま
事
態
を
放
置
す
れ
ば
、

貴
重
な
文
化
遺
産
と
し
て
の
古
典
籍
の

多
く
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
埋

没
も
し
く
は
損
傷
す
る
こ
と
に
な
り
か
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一
実
施
要
項
】

期
間
碗
平
成
一
六
（
二
○
○
四
）
年

二
月
二
日
［
月
］
～
二
月
六
日
［
金
］

（
計
五
日
間
）

場
所
“
国
文
学
研
究
資
料
館
一
階

大
会
議
室

講
師
叩
当
館
教
官
一
一
名
も
司
書
三

名
・
他
大
学
講
師
一
名

対
象
”
海
外
の
日
本
資
料
所
蔵
機
関

の
図
書
館
員
等

定
員
如
約
二
○
名
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
選
考
）

受
講
料
“
無
料

渡
航
滞
在
費
用
叩
参
加
者
各
自
負
担

テ
キ
ス
ト
恥
各
自
に
無
料
配
布

使
用
言
奉
明
日
本
語
．

【
講
義
内
容
】

◇
第
一
日
（
二
月
二
日
〈
月
〉
）

九
”
○
○
～
、
一
○
‐

開
講
式
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

松
野
陽
一
（
当
館
館
長
）

ね
な
い
。

本
講
習
会
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
今

日
、
日
本
の
古
典
籍
が
置
か
れ
て
い
る
、

こ
う
し
た
危
機
的
状
況
を
克
服
す
る
た

め
に
も
、
時
宜
を
得
た
も
の
と
考
え
る
。

こ
こ
に
広
く
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
次
第
で
あ
る
。

鈴
木
淳
（
当
館
教
授
）

九
二
○
～
一
○
”
四
○

【
講
義
｝
古
典
籍
の
基
礎
知
識

一
、
和
書
概
説

岡
雅
彦
（
当
館
教
授
）

一
○
叩
五
○
～
一
二
二
○

【
見
学
】
，

二
、
閲
覧
室
・
書
庫
・
史
料
館

中
村
ス
ミ
子
（
当
館
司
書
）

二
一
房
一
○
～
一
五
平
一
○

【
講
義
】
古
典
籍
の
基
礎
知
識

三
、
江
戸
出
版
史

大
高
洋
司
（
当
館
教
授
）

一
五
二
一
○
～
一
六
恥
五
○

【
見
学
】

四
、
展
示
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」

大
高
洋
司

加
藤
昌
嘉
（
当
館
助
教
授
）

◇
第
二
日
（
二
月
三
日
〈
火
〉
）

九
叩
○
○
～
一
○
二
二
○

【
実
習
】
書
誌
記
述

五
、
写
本
（
一
）

田
渕
句
美
子
（
当
館
教
授
）

一
○
》
四
○
～
ご
言
一
○

【
実
習
】
書
誌
記
述

六
、
写
本
（
二
）
、

落
合
博
志
（
当
館
助
教
授
）

二
一
言
一
‘
○
～
一
四
皿
一
○

【
講
義
】
古
典
籍
の
基
礎
知
識

七
、
く
ず
し
字
の
読
み
方
（
二

へ

加
藤
昌
嘉

一
四
当
一
○
～
一
六
二
一
○

【
講
義
】
古
典
籍
の
基
礎
知
識

八
、
籔
刻
と
蔵
書
印

・
堀
川
貴
司
（
当
館
助
教
授
）

一
六
四
四
○
～
一
八
叩
四
○

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
当
館
大
会
譲
室
）

◇
第
三
日
（
二
月
四
日
〈
水
〉
）

九
恥
○
○
～
一
○
二
二
○

【
実
習
】
書
誌
記
述

九
、
版
本
（
二

鈴
木
；
淳

一
○
叩
四
○
～
二
言
一
○

【
実
習
】
香
誌
記
述

一
○
、
版
本
（
二
）

鈴
木
淳

一
三
二
○
～
一
四
”
一
○

【
識
義
一
古
典
籍
の
基
礎
知
識
’

二
、
く
ず
し
字
の
読
み
方
（
二
）

加
藤
昌
嘉

一
四
二
一
○
卜
一
五
軸
五
○

【
講
義
】
古
典
籍
の
基
礎
知
識
’

一
二
、
古
筆
切
ｄ
短
冊

久
保
木
秀
夫
（
当
館
助
手
）

◇
第
四
日
（
二
月
五
日
〈
木
〉
）

九
叩
○
○
～
一
○
二
二
○

【
実
習
】
古
典
籍
の
保
存

一
三
、
補
修
の
方
法
二
）

城
崎
陽
子
（
国
学
院
大
学

兼
任
講
師
）

へ

一
○
”
四
○
～
ご
言
一
○

【
実
習
】
古
典
籍
の
保
存

一
四
、
補
修
の
方
法
（
二
）

城
崎
陽
子

二
一
言
一
○
～
一
四
恥
四
○

【
講
義
】
古
典
籍
の
基
礎
知
識

一
五
、
歴
史
資
料

小
川
剛
生
（
当
館
助
教
授
）

一
四
”
五
○
～
一
六
二
一
○

【
講
義
】
古
典
籍
の
基
礎
知
識
．

，
一
六
、
明
治
期
出
版
史

‐
谷
川
恵
一
（
当
館
教
授
）

◇
第
五
日
（
二
月
六
日
〈
金
〉
）

九
ｍ
○
○
～
一
○
二
二
○

一
講
義
】
古
典
籍
の
基
礎
知
識

一
七
、
絵
画
資
料

山
下
則
子
（
当
館
助
教
授
）

一
○
皿
四
○
～
一
二
平
一
○

｛
実
習
】
古
典
籍
の
目
録
化

一
八
、
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
戸
田
加
代
子
（
当
館
司
番
）

一
三
二
○
～
一
五
二
○

一
実
習
】
古
典
籍
の
目
録
化

一
九
、
和
古
書
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

鈴
木
一
正
（
当
館
司
書
）

一
五
二
一
○
～
一
六
二
一
○
‐

懇
談
会

一
六
二
一
○

閉
講
式
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今
年
度
か
ら
、
総
合
研
究
大
学
院
大

学
（
総
研
大
）
に
参
加
し
、
「
日
本
文

学
研
究
専
攻
」
の
博
士
課
程
を
設
置
し

ま
し
た
。
総
研
大
は
、
一
四
の
大
学
共

同
利
用
機
関
を
基
盤
と
す
る
国
立
の
大

学
院
大
学
で
、
民
博
（
二
専
攻
）
、
日

文
研
、
歴
博
、
メ
デ
ィ
ア
研
の
五
専
攻

で
構
成
す
る
文
化
科
学
研
究
科
に
加
わ

っ
た
の
で
す
。
伝
統
あ
る
大
学
・
大
学

院
の
日
本
文
学
、
国
文
学
研
究
の
態
勢

は
健
在
な
の
で
、
特
色
・
独
自
性
を
打

出
す
の
に
苦
心
を
し
ま
し
た
。
事
実
、

難
産
で
し
た
が
、
担
当
チ
ー
ム
の
周
到

で
ね
ば
り
強
い
準
備
の
甲
斐
あ
っ
て
、

発
足
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
基
盤

の
国
文
研
の
特
性
を
活
か
し
た
、
書
籍

資
料
に
広
く
目
配
り
を
効
か
し
て
新
見

を
打
出
せ
る
研
究
者
を
育
て
て
行
き
た

い
と
念
じ
て
い
ま
す
。
入
学
者
は
三
人
。

研
究
者
と
し
て
の
成
長
を
見
守
っ
て
下

さ
い
。国
立
大
学
法
人
法
が
成
立
し
て
、
大

学
共
同
利
用
機
関
も
来
年
度
か
ら
法
人

と
な
る
こ
と
に
な
り
、
四
機
構
法
人
に

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
に
向
け
て

松
野
陽
一

編
成
さ
れ
て
、
当
館
も
、
日
文
研
、
民

博
、
歴
博
、
地
球
環
境
研
と
の
五
機
関

で
、
・
人
間
文
化
研
究
機
構
を
構
成
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
独

自
の
領
域
を
開
拓
し
、
成
果
も
上
げ
て

き
て
い
る
の
で
、
基
本
的
な
研
究
・
研

究
事
業
の
枠
組
み
は
変
え
ま
せ
ん
が
、

統
合
の
効
果
で
開
拓
で
き
る
新
分
野
や

新
し
い
テ
ー
マ
を
、
今
、
協
力
し
て
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

国
文
研
も
、
こ
の
大
き
な
変
革
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
、
事
業
の
全
面
的
な

見
直
し
、
組
織
の
編
成
変
え
を
進
め
て

い
ま
す
。
基
盤
事
業
で
あ
る
、
文
献
資

料
の
調
査
・
収
集
・
整
理
・
閲
覧
の
流

れ
は
強
化
し
ま
す
し
、
研
究
情
報
の
発

信
も
、
よ
り
充
実
さ
せ
ま
す
が
、
大
学

共
同
利
用
機
関
に
要
請
さ
れ
て
い
る
、

先
端
的
研
究
の
開
発
の
一
端
を
担
う
べ

く
、
全
教
官
を
研
究
部
、
事
務
官
を
事

務
部
に
分
離
す
る
案
を
立
て
ま
し
た
。

教
官
は
研
究
部
の
文
学
資
源
研
究
系
、

文
学
形
成
研
究
系
、
超
領
域
研
究
系
、

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
系
（
い
ず
れ
も
仮

ー､

称
）
の
い
ず
れ
か
に
所
属
し
て
研
究
に

従
事
す
る
と
共
に
、
か
な
ら
ず
前
記
の

研
究
事
業
の
方
も
担
当
し
て
貰
い
ま
す
。

研
究
に
だ
け
力
を
入
れ
て
、
事
業
の
方

の
手
は
抜
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸

念
が
起
き
な
い
よ
う
に
努
め
る
所
存
で

す
。
当
館
独
自
の
研
究
分
野
の
開
拓
の

み
な
ら
ず
、
他
機
関
と
の
連
繋
や
、
館

外
研
究
者
と
の
共
同
研
究
を
し
易
く
す

る
た
め
の
配
慮
な
の
で
す
。

史
料
館
を
従
来
ま
で
の
よ
う
な
附
置

機
関
で
は
な
く
、
文
学
の
三
研
究
系
と

並
ぶ
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
系
と
位
置

づ
け
た
の
も
、
今
回
の
改
革
の
特
色
で

す
。
吸
収
合
併
で
は
な
く
、
独
自
性
を

失
う
改
変
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
立
場
の

弱
い
附
置
機
関
の
位
置
づ
け
か
ら
脱
し
、

記
録
資
料
学
の
学
術
的
主
張
を
強
く
推

進
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
文
学
研
究
系

と
提
携
し
て
魅
力
的
な
研
究
領
域
を
構

築
し
て
貰
う
つ
も
り
な
の
で
す
。

日
本
文
学
研
究
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

平
成
一
三
年
度
版
の
『
国
文
学
年
鑑
」

に
拠
れ
ば
、
年
間
一
二
○
○
○
本
の
論

文
を
書
く
、
約
九
○
○
○
人
の
研
究
者

が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
分
野
で
す
（
日

本
語
で
論
文
を
笹
く
外
国
籍
の
方
が
三

五
○
人
い
ま
す
）
。
従
来
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
館
と
の
関
係
は
、
「
調
査
員
」

制
度
に
よ
っ
て
、
書
籍
資
料
の
調
査
．

/‐、

収
集
に
広
く
参
加
し
て
貰
い
、
資
料
の

蓄
積
に
館
員
と
共
同
し
て
当
り
、
広
く

研
究
に
利
用
し
て
き
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
研
究
事
業
と
し
て
か
な
り
な
成
果

を
あ
げ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

研
究
に
関
し
て
は
、
予
算
の
枠
組
み
か

ら
の
制
限
も
あ
り
、
共
同
研
究
な
ど
も

極
め
て
小
規
模
な
も
の
や
萌
芽
的
研
究

に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
点
、
改
革
後
は
、
研
究
を
機
軸
と

し
な
が
ら
事
業
を
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
し

て
ゆ
く
、
大
学
共
同
利
用
機
関
ら
し
い

態
勢
が
と
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

立
川
移
転
問
題
も
、
ず
っ
と
組
織
・

事
業
改
革
と
関
連
さ
せ
て
考
え
て
き
た

の
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
三
年
程
先
き
に

延
び
そ
う
で
す
。
冒
頭
に
触
れ
た
総
研

大
博
士
課
程
の
諸
問
題
を
併
せ
て
、
再

設
計
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

時
間
も
な
く
忙
し
い
こ
と
で
す
が
、
目

前
に
要
請
さ
れ
て
い
る
中
期
目
標
・
中

期
計
画
の
六
年
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

も
、
せ
め
て
従
来
経
て
き
た
三
十
年
を

越
え
る
時
間
に
耐
え
ら
れ
る
だ
け
の
制

度
設
計
は
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
（
館
長
）

－8－
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本
資
料
は
、
昨
平
成
一
四
年
三
月
に

当
館
所
蔵
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
既

に
昨
年
一
一
月
の
当
館
創
立
三
○
周
年

特
別
展
示
に
出
品
さ
れ
、
哩
そ
の
図
録
に

簡
略
な
解
説
も
掲
載
さ
れ
る
（
館
報
前

号
に
も
再
掲
）
が
、
資
料
と
し
て
の
貴

重
性
を
考
慮
し
、
‘
こ
こ
に
改
め
て
紹
介

す
る
。
・

簡
単
に
書
誌
を
記
す
。
写
本
、
巻
子

一
軸
。
近
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
椴
子

表
紙
を
付
す
・
外
題
な
し
。
本
紙
は
、

三
四
・
三
×
五
二
・
○
ｍ
ほ
ど
の
鳥
の

子
二
七
枚
継
ぎ
。
毎
紙
一
一
行
の
金
界

を
引
く
。
一
行
字
数
は
一
一
～
二
四
字

で
か
な
り
幅
が
あ
る
の
は
、
本
文
の
初

め
数
紙
と
最
終
紙
が
比
較
的
大
ぶ
り
の

字
で
、
途
中
が
小
ぶ
り
の
字
で
書
か
れ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。

巻
頭
に
、
「
紀
伊
国
在
田
郡
広
庄
補

陀
山
み
霊
巌
禅
寺
縁
起
」
と
内
題
が
大

き
く
三
行
に
書
か
れ
る
種
ま
た
奥
書
ど

し
て
独
立
し
た
形
で
は
な
く
、
縁
起
本

文
の
末
尾
に
「
応
永
改
元
歳
次
甲
戌
十

一
月
廿
七
日
書
」
と
あ
る
。
そ
の
後
に

登
場
人
物
に
関
す
る
二
行
の
注
記
が
同

色
・
Ｄ
１
‐
４
口
｜
凸
・
■
■
■

筆
で
記
ざ
れ
狐
次
い
で
‐
「
此
縁
起
者
耕
》
叶

雲
之
御
筆
也
」
云
々
の
識
語
が
別
筆
で

ｌ
新
収
資
料
紹
介
⑳

『
霊
巌
寺
縁
起
』

追
記
さ
れ
る
。
・

紙
質
口
墨
色
等
の
点
で
応
永
頃
の
写

本
と
考
え
て
問
題
は
な
く
、
．
特
に
小
ぶ

り
の
字
に
表
れ
た
特
徴
的
な
書
体
か
ら

も
、
別
筆
識
語
に
言
う
通
り
耕
雲
、
即

ち
南
北
朝
～
室
町
初
期
の
文
人
花
山
院

長
親
の
自
筆
本
と
見
て
誤
り
な
い
。

耕
雲
に
つ
い
て
は
諸
家
に
よ
る
伝
記

・
著
作
の
研
究
が
あ
り
、
『
霊
巌
寺
縁

起
』
に
つ
い
て
も
岩
橋
小
弥
太
氏
ほ
か

が
言
及
し
て
お
ら
れ
る
も
の
の
、
転
写

本
に
基
づ
い
て
い
た
故
の
様
々
な
限
界

が
あ
っ
た
。
今
回
原
本
と
見
倣
さ
れ
る

写
本
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
な

研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
本
縁
起
に
扱
わ
れ
る
霊
巌
寺
は

現
存
し
な
い
が
、
能
仁
寺
は
和
歌
山
県

有
田
郡
広
川
町
名
島
に
所
在
す
る
。
孤

峰
覚
明
を
開
山
と
す
る
臨
済
宗
法
燈
派

ゆ
か
り
の
名
刹
で
あ
る
（
今
は
真
言
宗

系
）
。
本
縁
起
も
元
は
ど
ち
ら
か
の
寺

に
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

今
回
は
紙
幅
も
不
十
分
な
た
め
、
成

立
や
内
容
等
の
詳
し
い
検
討
は
い
ず
れ

全
文
を
紹
介
す
る
機
会
を
俟
つ
こ
と
と

し
、
以
下
仮
に
縁
起
の
本
体
部
分
を
一

○
段
に
分
け
て
梗
概
を
紹
介
す
る
。

〔
序
〕
末
法
の
今
は
真
の
仏
法
が
絶

え
、
パ
菩
薩
諸
天
も
衆
生
を
済
度
す
る
力

を
失
っ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
し
か
し

へ

霊
巌
寺
の
開
創
の
因
縁
を
聞
け
ば
、
末

世
に
も
霊
験
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

信
心
が
深
ま
る
こ
と
だ
。
（
取
意
）

①
紀
伊
国
在
田
郡
広
庄
の
雁
蕩
山
能

仁
寺
は
、
三
光
国
師
（
孤
峰
覚
明
）
開

創
の
霊
場
。
そ
の
東
の
山
を
二
里
ほ
ど

登
っ
た
所
に
、
か
ら
た
ち
い
は
ほ
（
枳

岩
）
と
呼
ば
れ
る
霊
境
が
あ
る
。

②
正
平
十
年
（
一
三
五
五
）
、
吉
野

山
に
住
む
役
行
者
の
弟
子
縁
覚
、
三
光

国
師
の
弟
子
明
超
の
示
導
に
よ
り
能
仁

寺
へ
行
き
が
枳
岩
に
住
す
。
③
文
中
三

年
（
一
三
七
四
）
、
湯
浅
庄
の
僧
円
勝
、

枳
岩
に
庵
を
結
び
二
七
日
勤
行
す
。

④
嘉
慶
元
年
（
一
三
八
七
）
、
天
下

旱
越
に
つ
き
、
麓
の
村
に
住
む
大
覚
禅

師
（
蘭
渓
道
隆
）
の
遠
孫
性
寿
、
枳
岩

に
登
り
雨
を
祈
る
。
後
，
小
庵
を
建
て

て
居
住
。
⑤
明
徳
元
年
（
一
三
九
○
）
、

性
寿
と
同
宿
の
道
宰
貝
枳
岩
の
東
の
息

の
巌
に
棲
む
四
大
神
の
大
蛇
を
夢
に
見

る
。
⑥
同
年
樋
枳
岩
を
開
か
ん
と
す
る

性
寿
の
祈
念
に
応
え
、
そ
の
地
の
主
千

手
観
音
、
道
音
に
過
い
て
託
宣
す
。
⑦

同
年
、
性
寿
、
旱
に
よ
り
雨
を
祈
る
。

湯
浅
里
の
土
民
九
郎
太
郎
へ
性
寿
の
請

雨
を
妨
げ
る
鬼
を
千
手
観
音
が
追
い
払

う
夢
を
見
る
。

⑧
同
年
～
明
徳
二
年
ｆ
土
民
ら
発
願

し
、
仏
師
に
謎
え
で
本
尊
千
手
観
音
の

~､

像
を
造
立
。
そ
の
間
、
九
郎
太
郎
、
四

大
神
が
仏
師
に
造
像
を
指
導
す
る
夢
を

見
る
。
⑨
明
徳
二
年
、
仏
師
の
受
け
た

観
音
の
夢
告
に
よ
り
、
本
尊
に
楊
柳
の

手
を
作
り
添
え
る
。
そ
の
た
め
像
を
仏

師
に
送
る
際
、
観
音
、
道
音
に
過
い
て

種
々
託
宣
す
。
翌
年
、
小
堂
を
建
立
し

本
尊
を
移
す
。

⑩
聖
徒
（
明
）
隣
和
尚
、
能
仁
寺
住
持

の
折
、
度
々
枳
岩
に
参
詣
。
性
寿
、
こ

の
地
を
能
仁
寺
の
奥
院
と
し
て
山
号
寺

号
を
付
け
る
こ
と
を
請
い
、
聖
徒
、
補

陀
山
霊
巌
寺
と
名
付
く
。

〔
結
び
〕
縁
覚
と
四
大
神
は
、
二
十

八
部
衆
の
応
化
で
あ
る
。
趣
巌
寺
は
観

音
の
霊
地
と
し
て
、
能
仁
寺
と
と
も
に

永
く
栄
え
る
で
あ
ろ
う
。
（
取
意
）

以
上
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
極
め
て

地
方
色
の
濃
い
内
容
で
あ
る
が
、
一
地

方
寺
院
の
成
立
の
由
来
や
そ
れ
に
伴
う

霊
夢
・
託
宣
が
子
細
に
記
さ
れ
て
い
る

点
で
は
好
個
の
資
料
で
あ
り
、
同
時
に

耕
雲
の
事
駿
資
料
と
し
て
も
注
目
さ
れ

る
。
耕
雲
は
家
系
的
に
法
燈
派
と
関
わ

り
が
深
く
、
↑
⑩
に
見
え
る
聖
徒
明
鱗

（
孤
峰
覚
明
の
高
弟
）
に
学
ん
だ
こ
と

が
推
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
縁
か
ら
本

縁
起
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
あ
る

、
《
”
〃
《
》・

．
（
文
献
資
料
部
・
落
合
博
志
）
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未
平
成
十
四
年
度
国
文
学
文
献
資
料
鯛

査
・
収
集
の
概
況
４
・

一
文
献
資
料
部
で
は
副
国
内
外
の
各
所

一
蔵
機
関
お
よ
び
調
査
員
の
方
々
の
御
協

一
力
の
も
と
に
資
料
調
査
お
よ
び
収
集
を

一
行
な
い
、
左
記
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と

↑
が
で
き
た
。
；

二
調
査
‐
・

国
内
；
、
一
六
六
箇
所
一
一
、
七
七
五
点

《
海
外
二
箇
所
一
、
一
六
五
点

一
合
計
一
七
七
箇
所
一
、
二
、
九
四
○
点

一
（
こ
の
う
ち
、
Ｃ
カ
ー
ド
ニ
、
九
三

一
五
点
、
Ｅ
カ
ー
ド
三
○
九
点
。
デ
ジ

ダ
ル
調
査
は
三
、
○
○
九
点
。
）

喜
壹
収
集
（
海
外
は
実
施
せ
ず
）

ゞ
国
内
“
ｈ
六
六
箇
所
評
四
、
二
三
六
点

（
合
計
四
五
八
や
二
三
一
コ
マ
・
こ

・
の
う
ち
男
ジ
タ
ル
収
集
は
五
箇
所
二

↓
・
七
二
点
で
、
二
七
、
二
・
一
⑳
五
コ
マ
言

《
こ
れ
に
よ
り
、
累
計
の
調
査
点
数
は

約
三
○
万
八
千
点
や
収
集
点
数
は
約
一

一
七
万
四
千
点
と
な
っ
た
。

『
。
Ｑ
｝
０
日
。

”
色
ａ
●
９

平
成
十
四
隼
度
の
調
査
・
収
集
先
は

左
記
の
と
お
り
で
あ
る
（
括
弧
内
の
ア

山
１
９
９
，
Ｊ
■
・
‐
．
、
△
Ｆ
□
零
歩
‐
、
。
■
１

函
、
ｌ
Ⅷ
ｒ
、
ク
マ
。
‐
グ
も
．
山
．
《
い
局
’
・
ぷ

文
献
資
料
部
事
業
報
告

1

1

ラ
ビ
ア
数
字
は
調
査
点
数
を
示
永
。
こ

の
う
ち
、
ｃ
・
‐
Ｅ
と
付
記
し
た
の
は
そ

れ
ぞ
れ
書
目
カ
ー
ド
・
標
目
カ
ー
ド

［
近
代
］
で
の
調
査
を
、
何
も
付
記
し

な
い
も
の
は
細
目
カ
ー
ド
に
よ
る
調
査

で
あ
る
こ
と
を
示
す
、
漢
数
字
は
収
集

点
数
を
示
す
。
、
各
点
数
の
前
に
デ
と
付

記
し
た
も
の
は
、
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
調

査
軒
収
集
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、

予
は
予
備
調
査
で
あ
る
。
↑
）
当
館
の
事

業
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
調
査
９
収
集

に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
各
所
蔵
機
関
と
、

調
整
に
あ
た
ら
れ
た
担
当
者
各
位
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

【
国
内
】

伊
達
市
開
拓
記
念
館
〔
劃
〕
・
弘
前
市

立
図
書
館
〔
川
、
デ
弱
・
》
一
四
七
〕
，
．

八
戸
市
立
図
書
館
〔
デ
狐
・
デ
五
三
〕

・
盛
岡
市
中
央
公
民
館
〔
一
三
一
〕
‐
・

宮
城
県
図
書
館
・
〔
泥
〕
・
掴
東
北
大
学
附

属
図
書
館
（
狩
野
文
庫
）
〔
蝿
〕
〆
‐
東
北

大
学
附
属
図
播
館
〔
予
〕
・
仙
台
市
博

物
館
〔
侶
〕
・
‐
山
形
大
学
附
属
図
瞥
館

〔
Ｃ
“
〕
・
山
形
短
期
大
学
附
属
図
書

~､

谷

川

恵

一

館
〔
五
五
〕
・
・
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
〔

羽
、
デ
刀
・
八
三
〕
・
米
沢
市
立
米
沢

図
僻
館
〔
“
〕
・
福
島
県
歴
史
資
料
館

〔
躯
〕
”
・
会
津
若
松
市
立
会
津
図
瞥
館

ロ
ア
泥
〕
」
・
初
瀬
川
文
庫
〔
二
五
〕
・
茨

城
大
学
附
属
図
書
館
〔
鯛
〕
も
筑
波
大

学
附
属
図
書
館
〔
噸
〕
・
筑
波
大
学
附

属
図
書
館
〈
宮
木
文
庫
）
国
ナ
皿
〕
・
黒

羽
町
立
芭
蕉
の
館
〔
予
〕
・
輪
王
寺
天

海
蔵
・
〔
師
〕
．
・
千
葉
県
立
中
央
図
書
館

〔
予
〕
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
〔
予
〕

ず
青
山
学
院
大
学
図
瞥
館
〔
肥
〕
・
早

稲
田
大
学
図
替
館
（
教
林
文
庫
等
言
酬
〕

・
早
稲
田
大
学
図
書
館
ロ
ナ
恥
〕
・
東

京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
〔
予
〕
・
東

京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
〔
１
〕
・
国

立
国
会
図
書
館
〔
予
〕
》
・
宮
内
庁
書
陵

部
〔
Ⅷ
．
一
四
二
〕
伽
法
政
大
学
能
楽

研
究
所
…
鴻
山
文
庫
）
〔
四
五
〕
・
・
立
教

大
学
人
文
科
学
系
図
瞥
館
〔
虹
〕
卦
五

島
美
術
館
〔
予
〕
・
三
井
文
庫
〔
副
〕

・
東
洋
文
庫
〔
館
．
五
一
〕
・
尊
経
閣

文
庫
〔
調
、
三
八
〕
・
東
京
都
立
中
央

図
書
館
（
東
京
誌
料
）
〔
劃
．
一
一
四
〕

印
東
京
都
立
中
央
図
書
館
〔
予
〕
・
東

京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
〔
ｕ
〕

・
東
京
大
学
教
養
学
部
国
文
漢
文
学
教

室
ロ
ナ
鋤
〕
・
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫

〔
Ｃ
的
〕
・
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
〔

喝
〕
・
横
浜
開
港
資
料
館
〔
皿
〕
・
小

ノー、

田
原
市
立
図
書
館
〔
予
〕
・
新
潟
大
学
一

附
属
図
書
館
（
佐
野
文
庫
）
〔
八
三
〕
ｆ

新
潟
県
立
図
番
館
ロ
ア
餌
〕
・
柏
崎
市

立
図
番
館
〔
皿
〕
・
小
千
谷
市
立
図
書

館
〔
予
〕
や
長
岡
市
立
図
瞥
館
〔
予
〕

・
黒
川
村
公
民
館
〔
一
四
七
〕
・
石
川
一

県
立
図
書
館
（
川
口
文
庫
）
〔
“
〕
〆
石
ゞ

川
県
立
図
書
館
〔
予
〕
・
金
沢
市
立
玉
々

川
図
書
館
‐
〔
予
〕
℃
金
沢
大
学
附
属
図

書
館
〔
鯛
〕
・
選
巽
館
〔
２
〕
・
小
浜

市
立
図
書
館
ロ
ア
別
〕
：
．
山
梨
大
学
附

属
図
書
館
．
（
近
代
文
学
文
庫
）
〔
デ
皿
〕

・
上
田
市
立
図
番
館
（
山
崎
文
庫
）
ロ
テ
ー

顕
〕
・
上
田
市
立
図
書
館
（
花
月
文
庫
）

〔
デ
釦
・
デ
六
四
〕
母
長
野
県
立
歴
史

館
〔
別
〕
・
・
諏
訪
市
博
物
館
〔
記
〕
ふ

諏
訪
市
図
書
館
‐
〔
六
○
〕
餅
高
遠
町
文

化
セ
ン
タ
ー
〔
８
〕
・
浜
松
市
立
賀
茂
￥

真
淵
記
念
館
〔
弱
・
一
九
八
〕
・
三
島
・

市
郷
土
館
（
勝
俣
文
庫
）
〔
妬
〕
・
名
一

古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
瞥
館
〔
型
〕
・
名

古
屋
市
蓬
左
文
庫
〔
四
三
〕
副
大
須
文
｛

庫
〔
皿
．
三
○
五
〕
・
愛
知
県
立
大
学

附
属
図
書
館
〔
四
一
〕
・
中
京
大
学
図

書
館
〔
皿
〕
・
名
古
屋
市
博
物
館
：
〔
Ⅷ

・
一
○
四
〕
・
道
風
記
念
館
〔
予
〕
皿

吉
良
町
立
図
書
館
〔
予
〕
・
・
・
新
城
ふ
る

さ
と
情
報
館
（
牧
野
文
庫
）
口
○
七
〕

・
・
富
加
町
郷
土
資
料
館
〔
肌
〕
・
松
井
ゞ

屋
酒
造
資
料
館
〔
弱
〕
・
常
楽
寺
〔
予
・
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〕
・
尾
鷲
市
立
中
央
公
民
館
郷
士
室
〔

デ
髄
〕
・
彦
根
城
博
物
館
〔
５
〕
・
夢

総
合
資
料
館
〔
詔
．
八
九
〕
・
・
京
都
大

学
総
合
火
間
学
部
ロ
ア
剛
〕
・
京
都
大

学
文
学
部
（
穎
原
文
庫
）
〔
“
〕
・
蘆
庵

文
庫
認
〔
“
〕
・
陽
明
文
庫
〔
釣
、
Ｃ
鋤

・
三
六
八
〕
・
百
々
御
所
文
庫
〔
六
二

〕
。
．
京
都
国
立
博
物
館
〔
飴
〕
・
立
命

館
大
学
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
〔
デ
劃
〕

・
瑞
光
寺
〔
糊
〕
・
佛
教
大
学
附
属
図

書
館
〔
予
〕
・
万
福
寺
〔
予
〕
で
瑞
巌

寺
〔
予
〕
・
京
都
市
某
家
〔
〃
〕
・
奈

良
女
子
大
学
附
属
図
書
館
〔
五
九
〕
・

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
〔
伽
〕
・

郡
山
城
史
跡
柳
沢
文
庫
保
存
会
〔
記
〕

・
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
〔
予
〕
”
・

大
阪
市
立
中
央
図
書
館
〔
２
〕
・
大
阪

大
学
附
属
図
書
館
（
土
橋
文
庫
）
ロ
ナ
⑬

〕
・
大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ

ン
タ
ー
〔
予
〕
や
大
阪
天
満
宮
御
文
庫

〔
砲
〕
・
大
阪
女
子
大
学
附
属
図
書
館

〔
羽
〕
・
道
明
寺
天
満
宮
〔
髄
〕
。
神

戸
大
学
附
属
図
書
館
（
住
田
文
庫
）
ロ
ナ

期
・
デ
六
三
〕
．
、
神
戸
女
子
大
学
古
典

芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
・
〔
予
〕
．
．
－
濱
口
博

章
・
〔
似
〕
・
和
歌
山
大
学
附
属
図
書
館

（
紀
州
藩
文
庫
）
〔
デ
妬
〕
・
田
辺
市
立

図
書
館
〔
〃
〕
笠
．
南
方
熊
楠
邸
保
存
顕

彰
会
↓
〔
七
七
〕
・
青
山
歴
史
村
〔
万
・

望
庵
文
庫
〔
“
・
八
○
〕

京
都
府
立

九
六
〕
・
龍
野
文
庫
〔
予
〕
・
谷
川
好

一
〔
予
〕
‐
・
鳥
取
県
立
図
書
館
〔
釣
．

．
二
七
〕
・
島
根
県
立
図
書
館
〔
調
〕

・
島
根
大
学
附
属
図
書
館
〔
別
〕
㈹
・
太

鼓
谷
稲
成
神
社
〔
蛇
〕
や
．
岡
山
大
学
附

属
図
書
館
（
池
田
文
庫
）
〔
犯
〕
・
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館

〔
Ｃ
順
典
九
六
〕
・
光
藤
益
子
〔
二
三
〕

・
岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
〔
予
〕

・
正
宗
文
庫
〔
師
、
Ｃ
鯛
〕
・
広
島
市

立
中
央
図
書
館
《
小
田
文
庫
）
〔
副
〕
・

広
島
大
学
附
属
図
書
館
，
‐
〔
Ｃ
羽
〕
・
福

山
市
立
福
山
城
博
物
館
附
属
鏡
櫓
文
替

館
〔
８
〕
”
・
・
三
原
市
立
図
書
館
〔
”
、

Ｃ
４
砂
、
五
一
〕
・
専
徳
寺
‐
〔
予
〕
・
山

口
大
学
附
属
図
書
館
（
棲
息
堂
文
庫
）
〔

ね
〕
・
毛
利
博
物
館
〔
廻
・
二
六
〕
・

岩
国
市
立
中
央
図
書
館
〔
師
〕
・
忌
宮

神
社
〔
予
〕
祗
光
市
文
化
セ
ン
タ
ー
〔

型
〕
・
萩
市
立
図
書
館
ロ
ア
認
〕
・
岩

崎
家
〔
伽
〕
・
香
川
大
学
附
属
図
番
館

（
神
原
文
庫
）
〔
略
〕
・
鎌
田
共
済
会
図

書
館
〔
訂
〕
・
総
本
山
善
通
寺
〔
２
秘
Ｃ

順
．
二
一
五
〕
・
愛
媛
県
立
図
書
館
〔

６
、
Ｃ
だ
〕
・
松
山
大
学
図
書
館
〔
創

己
■
↑
■
。
》
■
・
巳
守
ら
ｂ
”

〕
・
・
・
大
洲
而
立
図
書
館
〔
卯
．
九
二
〕

・
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
〔
１
〕
‐
・

徳
島
県
立
図
瞥
館
（
森
文
庫
）
〔
卵
〕
・

徳
島
県
立
文
学
館
〔
予
〕
・
高
知
県
立

図
書
館
（
山
内
文
庫
）
〔
卯
や
九
三
〕
．

へ

高
知
市
民
図
書
館
（
近
森
文
庫
）
ロ
ナ
”

・
デ
六
一
〕
・
佐
川
町
立
青
山
文
庫
〔

予
〕
・
九
州
大
学
附
属
図
書
館
〔
予
〕

・
柳
川
古
文
書
館
〔
四
〕
・
祐
徳
稲
荷

神
社
（
中
川
文
庫
等
）
〔
配
、
デ
的
ｂ
五

七
、
デ
三
一
〕
・
長
崎
県
立
長
崎
図
書

館
皇
ナ
羽
〕
・
長
崎
大
学
附
属
図
書
館

経
済
学
部
分
館
峡
〔
デ
調
〕
．
・
長
崎
大
学

附
属
図
書
館
経
済
学
部
分
館
（
武
藤
文

庫
）
〔
デ
団
〕
・
諏
訪
文
庫
〔
伽
〕
・
諌

早
市
立
諌
早
図
書
館
〔
Ｃ
伽
〕
・
肥
前

松
平
文
庫
〔
だ
．
一
四
三
〕
・
・
山
鹿
積

徳
堂
文
庫
〔
棚
〕
・
松
浦
史
料
博
物
館

〔
弱
〕
・
長
崎
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資

料
館
〔
妬
〕
・
熊
本
大
学
附
属
図
書
館

（
五
高
旧
蔵
瞥
）
〔
デ
Ｅ
湖
〕
・
熊
本
市

立
図
書
館
（
武
藤
文
庫
）
〔
⑬
〕
・
三
宅

久
美
子
氏
蔵
仲
光
家
文
書
〔
Ⅳ
、
Ｃ
剛

・
一
五
三
〕
や
人
吉
市
図
書
館
〔
Ｃ
加
〕

・
臼
杵
市
立
臼
杵
図
書
館
〔
諏
・
二
七
〕

Ｐ
杵
築
市
立
図
瞥
館
〔
弱
，
言
二
〕

・
竹
田
市
立
図
書
館
〔
刀
〕
．
・
別
府
市

立
図
書
館
〔
Ｃ
班
〕
，
妖
肥
城
歴
史
資

料
館
・
〔
艶
〕
．
、
西
明
寺
〔
予
〕

一
海
外
】
：

国
立
中
央
図
書
館
台
湾
分
館
↑
〔
脱
〕
か

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
〔
湖
〕
・
パ
リ

東
洋
語
図
番
館
ロ
ナ
伽
〕
‐
・
キ
汁
ツ
ソ

ー
ネ
東
洋
美
術
館
〔
弱
〕
・
か
ヴ
ェ
ネ
ヂ

ァ
東
洋
美
輸
舘
、
〔
則
℃
型
・
極
東

~、

＊
鯛
査
カ
ー
ド
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
約
七
六
、
○
○

○
枚
の
カ
ー
ド
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
し
、

累
計
で
約
一
八
二
、
○
○
○
枚
の
カ
ー
ド

の
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
を
終
え
た
。
一
四
年

度
調
査
分
も
合
わ
せ
、
残
り
は
来
年
度
中

に
作
業
を
終
え
る
予
定
で
あ
る
。
デ
ジ
タ

ル
画
像
化
を
終
え
た
カ
ー
ド
の
う
ち
、
本

年
度
は
約
七
四
、
○
○
○
点
に
つ
い
て
、

書
名
・
所
蔵
者
名
な
ど
の
主
要
項
目
を
デ

ー
ｃ
ｑ
ｑ
４
・
Ｐ
一
。

‐
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
。
累
計
で
、
約
九
八
、

○
○
○
点
の
調
壷
僻
目
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
を
終
え
た
。

な
お
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
調
査

書
目
の
一
部
を
、
本
年
一
月
よ
り
、
当

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
〈
文
献
調
査
カ

ー
ド
〉
と
い
う
名
称
で
公
開
し
て
い
る
。

大
学
図
書
館
（
ロ
シ
ア
）
〔
肥
〕
・
上
海

図
瞥
館
・
〔
型
〕
・
天
一
閣
博
物
館
（
中

国
）
〔
釣
〕
・
北
京
図
書
館
〔
３
〕
・
北

京
大
学
図
瞥
館
〔
兜
〕
・
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
美
術
館
〔
Ｃ
帥
〕
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
立
図
書
館
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
〔
幻
〕
，
…

＊
平
成
十
五
年
度
鯛
査
収
集
計
画

今
年
度
も
、
昨
年
度
来
の
継
続
箇
所

を
中
心
に
、
・
国
内
で
一
三
一
箇
所
の
調

査
を
行
な
い
、
八
、
五
三
○
点
の
文
献
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を
調
査
す
る
計
画
を
立
て
、
，
実
行
に
移

し
て
い
る
。
収
集
は
同
じ
く
五
四
箇
所
、

四
、
三
四
○
点
を
予
定
し
て
い
る
。
．
‐

な
お
、
今
年
度
よ
り
、
こ
れ
ま
で
第

四
文
献
資
料
室
（
近
代
）
が
進
め
て
き

た
デ
ジ
タ
ル
調
査
・
収
集
の
方
式
を
江

戸
期
以
前
の
文
献
の
調
査
：
収
集
に
も

漸
次
導
入
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
所
蔵

機
関
の
ご
理
解
と
調
査
員
の
協
力
が
得

ら
れ
た
ケ
ー
ス
か
ら
順
次
切
り
替
え
て

い
る
。
調
査
に
際
し
て
は
、
当
館
よ
り

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
と
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

を
調
査
先
に
送
り
、
調
査
員
は
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
上
の
調
査
カ
ー
ド
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
あ
わ
せ
て
書
誌
的
に
重

要
と
判
断
さ
れ
る
箇
所
を
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
て
い
る
。
調
査
カ
ー
ド

は
、
従
来
の
紙
の
調
査
カ
ー
ド
（
Ｓ
カ

ー
ド
）
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
＃
市
販
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
で
作
成
し
た
も
の

を
使
用
し
て
い
る
。
収
集
は
高
精
細
な

カ
ラ
ー
画
像
を
得
ら
れ
る
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
に
よ
っ
て
行
な
う
予
定
で
あ
る
が
、

調
査
を
含
め
、
デ
ジ
タ
ル
へ
の
移
行
を

完
了
す
る
ま
で
に
は
な
お
数
年
を
要
す

る
と
予
想
さ
れ
、
当
面
は
、
．
こ
れ
ま
で

の
紙
と
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
方

式
と
デ
ジ
タ
ル
方
式
と
を
併
用
し
て
い

く
こ
と
と
な
る
。
デ
ジ
タ
ル
方
式
の
採

用
に
よ
っ
て
、
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
情
報
を
独
立
し
た
書
誌
情
報
と
し
て

参
照
し
う
る
こ
と
、
来
館
し
な
く
と
も

収
集
し
た
資
料
を
自
在
に
閲
覧
で
き
る

こ
と
、
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
・

＊
第
五
文
献
資
料
室

平
成
十
五
年
度
は
、
客
員
教
授
と
し

て
、
国
学
院
大
学
文
学
部
の
松
尾
葦
江

教
授
が
着
任
し
た
。
併
任
助
教
授
は
、

前
期
が
東
京
大
学
の
斎
藤
希
史
助
教
授
、

後
期
が
岡
山
大
学
の
山
本
秀
樹
助
教
授

に
委
嘱
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら

多
様
な
文
献
の
研
究
に
従
事
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

＊
国
際
研
究
室

・
平
成
十
五
年
度
は
、
五
月
一
日
か
ら

年
度
末
ま
で
、
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ン
ビ
ア
大
学
の
ジ
ョ
シ

ュ
ア
・
モ
ス
ト
ウ
准
教
授
が
着
任
、
伊

勢
物
語
の
解
釈
史
と
享
受
史
を
テ
ー
マ

と
し
て
研
究
さ
れ
て
い
る
。

＊
そ
の
他

第
四
文
献
資
料
室
の
斎
藤
希
史
助
教

授
が
転
出
し
、
後
任
に
神
戸
女
子
大
学

か
ら
青
田
寿
美
助
教
授
が
採
用
さ
れ
た
。

リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
は
小
野
祐

子
・
古
田
か
つ
ら
・
小
林
実
の
三
氏
が

採
用
さ
れ
た
。
‐
（
文
献
資
料
部
長
）

へ

美
濃
国
加
路
田
（
現
・
岐
阜
県
加

茂
郡
富
加
町
貢
の
平
井
家
は
、
屋
号

を
文
之
字
屋
と
い
い
、
江
戸
時
代
を

通
じ
て
酒
造
業
を
含
む
商
業
活
動
に

よ
っ
て
繁
栄
し
た
豪
商
で
あ
る
。
こ

の
平
井
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
古
文

書
類
八
千
点
は
、
平
成
七
年
五
月
に

開
館
し
た
富
加
町
郷
土
資
料
館
に
寄

贈
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
約
千
点

が
文
芸
資
料
で
あ
る
℃
文
之
字
屋
八

代
目
平
井
冬
音
と
九
代
目
冬
秀
に
当

た
る
元
禄
・
天
明
年
間
の
も
の
が
中

心
で
あ
り
、
自
筆
の
和
歌
添
削
資
料

が
多
く
存
す
る
。
冬
音
ら
当
主
や
僧
、

近
隣
の
人
々
が
、
京
都
の
香
川
宣
阿
、

香
川
景
新
、
水
田
長
隣
、
有
賀
長
伯
、

江
戸
の
高
田
嘉
重
な
ど
に
詠
草
を
送

り
、
和
歌
の
添
削
指
導
を
受
け
た
跡

が
如
実
に
知
ら
れ
、
地
方
の
一
般
階

層
に
お
け
る
文
化
水
準
の
高
さ
と
都

の
文
化
流
入
の
具
体
相
を
示
す
も
の

と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

と
こ
ろ
ほ
か
に
、
俳
譜
、
狂
歌
、
漢

詩
、
茶
道
関
係
資
料
な
ど
が
蔵
さ
れ

る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

現
在
は
未
整
理
状
態
で
目
録
は
公

刊
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
在
調
査
員

に
よ
る
精
力
的
な
調
査
が
進
行
中
で

文
庫
紹
介
⑳
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

富
加
町
郷
士
資
料
館

へ、

あ
り
、
文
芸
資
料
に
つ
い
て
は
・
二
年

後
位
に
目
録
が
で
き
る
予
定
。
今
年

度
か
ら
調
査
と
併
行
し
て
デ
ジ
タ
ル

撮
影
に
よ
る
収
集
に
入
る
。
．
な
お
、

こ
の
平
井
家
と
親
戚
関
係
に
あ
っ
た

松
井
家
の
古
典
籍
が
松
井
屋
酒
造
資

料
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に

は
平
井
家
の
資
料
と
ツ
レ
の
資
料
や
、

「
徒
然
草
師
伝
抄
」
（
存
写
四
冊
）
、

「
徒
然
種
講
筵
要
集
』
（
写
一
冊
）
が

見
い
だ
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
調

査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

富
加
町
郷
土
資
料
館
は
岐
阜
県
加

茂
群
富
加
町
夕
田
二
一
二
番
地
。
Ｊ

Ｒ
美
濃
太
田
駅
よ
り
長
良
川
鉄
道
、

富
加
駅
下
車
、
パ
ス
で
双
葉
中
学
校

前
下
車
、
徒
歩
十
分
。
開
館
は
第
３

日
噸
を
除
く
土
暇
・
日
曜
開
館
、
午

前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。
問
い

合
わ
せ
は
富
加
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
、
○
五
七
四
’
五
四
’
二
八
八

六
、
又
は
富
加
町
教
育
委
員
会
、
○

五
七
四
’
五
四
１
二
一
二
．
な
お

富
加
町
郷
土
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
い
く
つ
か
の
資
料
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

“
（
文
献
資
料
部
田
渕
句
美
子
）
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情
報
資
料
室

第
二
十
六
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
を
、
十
一
月
十
四
日
、
十
五
日
両
日

に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
。
参
加
者
は
一

○
○
名
（
う
ち
海
外
よ
り
三
○
名
）
・

本
年
度
は
「
文
化
の
中
の
文
学
、
文
学

の
中
の
文
化
１
文
学
研
究
の
可
能
性

ｌ
」
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
研
究
発
表
は

十
名
全
員
が
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
公
開
識
演
は
「
旅
の
文

化
・
旅
の
文
学
」
の
表
題
で
、
川
村
学

園
女
子
大
学
の
今
関
敏
子
教
授
、
「
和

歌
に
依
る
法
華
経
の
解
釈
」
の
表
題
で
、

フ
ラ
ン
ス
国
立
高
等
研
究
院
の
ジ
ャ

ン
ー
ノ
エ
ル
・
ロ
ベ
ー
ル
教
授
が
行
っ

た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
収
め
る

会
議
録
を
三
月
に
刊
行
し
た
。

他
に
、
年
二
回
（
九
月
、
三
月
）
の

館
報
の
発
行
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
版
の

作
成
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
公
開
、

学
会
等
国
文
学
関
係
の
催
事
の
情
報
収

集
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
発
信
を
行

な
っ
た
。

情
報
分
析
室

『
国
文
学
年
鑑
（
平
成
十
三
年
）
』

研
究
情
報
部
事
業
報
告

の
刊
行
時
点
ま
で
の
報
告
で
あ
る
。

「
国
文
学
年
鑑
（
平
成
十
三
年
）
」
の
編

集
を
完
了
、
平
成
十
五
年
六
月
末
に
刊

行
し
た
。
主
要
項
目
の
収
載
件
数
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

①
雑
誌
・
紀
要
・
論
文
集
・
新
聞
所
載

論
文
件
数
‐
一
二
、
二
九
四

②
学
会
一
覧
件
数
四
四

③
学
会
研
究
発
表
一
覧
件
数
八
六
三

④
新
指
定
文
化
財
件
数
、
一
三

⑤
平
成
十
三
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研

究
費
等
交
付
件
数
：
七
四
二

⑥
受
賞
一
覧
件
数
七
九

⑦
計
報
件
数
四
四

⑧
単
行
本
書
名
一
覧
件
数
二
、
六
八
一

⑨
収
載
雑
誌
紀
要
一
覧
件
数
ゞ
一
、
二
○
九

⑩
発
行
所
一
覧
件
数
九
五
八

⑪
翻
刻
複
製
作
品
一
覧
件
数
九
一
七

⑫
執
筆
者
索
引
件
数
九
、
二
○
九

頁
数
は
前
年
度
（
平
成
十
二
年
版
）

よ
り
十
四
頁
増
の
九
二
五
頁
。
販
売
価

格
は
、
税
込
み
で
一
二
、
八
○
○
円
。

「
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

へ

松

村

雄

一

一

は
、
平
成
十
三
年
分
論
文
情
報
と
十
四

年
分
の
一
部
デ
ー
タ
等
を
二
七
侭
九
四

五
件
入
力
し
た
。
こ
れ
で
、
昭
和
十
六

年
か
ら
の
累
薇
件
数
は
三
六
一
、
七
一

一
件
と
な
っ
た
。
ア
ク
セ
ス
数
は
一
日

平
均
で
二
八
七
件
。
昨
年
度
よ
り
一
二

件
の
増
加
で
あ
る
。

ま
た
、
検
索
デ
ー
タ
の
定
義
方
式
を
、

従
来
の
い
の
冨
伊
か
ら
〆
冨
伊
に
改
め
た
。

こ
れ
は
、
館
内
の
種
々
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
横
断
的
に
利
用
す
る
た
め
の
布
石

で
あ
る
が
、
利
用
者
に
と
っ
て
の
検
索

方
式
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
措
置
に
よ

っ
て
、
デ
ー
タ
更
新
の
た
め
閉
鎖
期
間

を
要
す
る
と
い
う
問
題
は
改
善
さ
れ
た
。

な
お
、
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
経
費

は
平
成
十
五
年
度
に
は
科
研
費
か
ら
再

び
館
内
予
算
で
措
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
当
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
当

館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
で
は
最
も
利

用
度
が
高
い
と
い
え
る
。
そ
の
便
利
さ

に
つ
い
て
は
前
号
に
書
い
た
が
，
論
文

群
の
全
体
像
が
掌
握
し
に
く
い
と
い
う

点
や
、
タ
イ
ト
ル
が
平
面
的
に
一
律
に

示
さ
れ
る
点
な
ど
、
問
題
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
冊
子
体
の

国
文
学
年
鑑
は
、
視
覚
に
訴
え
か
け
る

点
で
、
こ
れ
を
補
っ
て
く
れ
る
。
た
と

え
ば
瞥
架
に
収
ま
っ
た
三
十
冊
近
い
年

へ

鑑
を
一
目
見
た
だ
け
で
、
こ
れ
だ
け
の

冊
子
に
つ
め
ら
れ
た
論
文
の
数
々
が
あ

る
の
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
わ
く
。

年
々
厚
く
な
る
冊
子
を
見
て
、
斯
学
の

隆
盛
・
消
長
を
思
う
こ
と
も
で
き
る
。

中
を
開
い
て
み
る
と
、
副
題
は
小
文
字

で
記
さ
れ
る
な
ど
、
論
文
の
タ
イ
ト
ル

が
視
覚
に
受
け
入
れ
や
す
い
よ
う
に
組

ま
れ
て
い
る
。
行
頭
の
カ
ギ
括
弧
は
半

角
に
す
る
と
い
っ
た
細
か
な
配
慮
も
、

見
や
す
さ
に
貢
献
し
て
い
る
は
ず
だ
。

開
架
式
の
書
架
の
間
を
歩
い
て
書
物
の

顔
を
見
な
が
ら
本
を
探
す
。
そ
れ
に
近

い
感
覚
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
も
得
ら

れ
る
の
が
刃
冊
子
体
の
利
点
だ
ろ
う
。

法
人
化
に
と
も
な
う
予
算
の
変
動
で
予

断
を
ゆ
る
さ
な
い
が
、
『
国
文
学
年
鑑
」

と
「
国
文
学
證
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

は
、
ま
だ
当
分
は
併
存
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
当
室
で
は
考
え
て

い
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室

当
室
の
主
要
事
業
で
あ
る
原
本
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
「
栄
花
物
語
」

と
『
大
鏡
」
以
下
四
鏡
を
収
め
る
歴
史

物
語
○
口
‘
詞
○
富
、
お
よ
び
『
古
事
記
」

「
出
雲
国
風
土
記
抄
』
を
収
め
る
。
ロ
ー

罰
○
宮
の
二
編
を
、
十
五
年
三
月
に
同

時
刊
行
し
た
。
十
四
年
度
に
は
、
『
五

畿
内
名
所
図
会
摂
津
編
」
の
監
修
作
業
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を
行
っ
た
Ｄ
挿
絵
の
細
か
な
絵
柄
に
詳

細
な
キ
・
ヤ
プ
シ
ョ
ン
の
付
加
も
行
な
っ

た
が
が
今
後
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て

の
仕
上
げ
ま
で
に
は
か
な
り
の
時
間
を

要
し
よ
う
。
な
お
か
後
続
の
原
本
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ウ
に
は
、
『

謡
曲
」
「
明
月
記
」
が
あ
る
。
な
お
、
「
扶

桑
拾
葉
集
」
は
り
翻
刻
本
文
レ
ベ
ル
で

は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
仕
上
が
っ
た
。

既
刊
の
う
ち
、
『
正
保
版
本
二
十
一

代
集
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
は
、
・
当
館
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
検
索
で
き
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
版
を
公
開
し
た
。
利
用
者
数

は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
。

こ
れ
ら
原
本
関
係
と
は
別
に
科
研
費

で
開
発
し
て
い
る
『
古
典
人
名
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
は
着
実
に
進
ん
で
お
り
、
そ

の
う
ち
の
肖
像
画
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
部

分
は
、
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
室
サ
イ
ト
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
国
文
研
↓
研
究
情
報
部
↓
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
室
と
辿
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
引
用
の
申
し
込

み
が
増
え
て
い
る
。

》
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
国
文

学
は
、
十
二
月
六
日
に
「
出
版
と
ア
カ

デ
ミ
ズ
ム
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
第
八
回

を
開
催
し
た
。
出
版
界
が
抱
え
る
今
日

的
な
課
題
を
考
え
、
内
容
は
充
実
し
て

い
た
が
、
企
画
が
遅
れ
、
ご
案
内
が
ぎ

り
ぎ
り
に
な
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し

上
げ
る
。
．
．
・
・

情
報
処
理
室
了

情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
・
運
転
に
関

し
て
、
以
下
の
通
常
業
務
を
継
続
し
た
。

側
基
本
サ
ー
バ
日
日
胃
冒
爾
ｇ
ｇ
ｅ

を
中
心
と
し
た
サ
ー
バ
系
、
約
一
五
○

台
に
及
ぶ
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
等
の

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
系
、
お
よ
び
ギ
ガ
ビ
ッ

ト
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
高
速
Ｆ
シ
Ｚ

系
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
基
づ
き
、

第
六
期
情
報
シ
ス
テ
ム
の
二
十
四
時
間

連
続
運
用
、
情
報
資
源
の
安
全
性
・
信

頼
性
を
保
持
す
る
監
視
シ
ス
テ
ム
の
運

用
を
行
っ
た
。
、

③
館
の
業
務
が
複
数
サ
ー
バ
に
よ
る
分

散
環
境
に
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
シ

ス
テ
ム
運
用
管
理
体
制
の
見
直
し
と
、

新
た
な
運
用
環
境
の
櫛
築
を
行
っ
た
ｐ

側
シ
ス
テ
ム
へ
の
ハ
ッ
カ
ー
へ
ウ
イ
ル

ス
攻
撃
の
頻
発
に
対
抗
し
、
フ
ァ
イ
ャ
ー

ウ
ォ
ー
ル
機
能
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
通
常
業
務
を
除
く
平
成
十
四
年

度
の
事
業
を
以
下
の
よ
う
に
実
施
し
た
。

い
人
文
科
学
系
各
機
関
が
有
す
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
共
有
を
目
指
し
て
、
標
準

検
索
手
順
で
あ
る
圃
窓
。
ｇ
と
ロ
号
冒

○
．
愚
メ
タ
デ
ー
タ
に
基
づ
く
シ
ス
テ

ム
の
開
発
に
着
手
し
た
。
国
文
学
研
究

へ

資
料
館
の
目
録
デ
ー
タ
・
画
像
デ
ー

タ
§
史
料
所
在
デ
ー
タ
・
○
勺
シ
○
デ
ー

タ
に
つ
い
て
は
共
有
化
作
業
が
終
了
し
、

シ
ス
テ
ム
の
試
行
運
転
を
開
始
し
た
。

ま
た
同
手
法
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

機
関
間
連
携
を
目
指
し
て
が
歴
博
１
民

博
・
日
文
研
。
東
大
史
料
編
纂
所
・
大

阪
市
立
大
学
な
ど
と
資
源
共
有
化
に
関

す
る
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

伺
弓
同
国
と
の
親
和
性
を
考
慮
し
た
新

し
い
検
索
手
法
と
し
て
、
の
。
凌
勺
を
利

用
し
た
検
索
シ
ス
テ
ム
を
設
計
・
構
築

し
た
。
試
行
運
転
と
シ
ス
テ
ム
の
評
価

を
行
っ
て
い
る
。

側
旧
岩
波
古
典
文
学
大
系
本
文
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
試
験
公
開
を
継
続
運
用
す
る

と
共
に
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
．
の
瞬
冨
Ｐ

化
と
、
⑩
一
‐
部
画
像
デ
ー
タ
‘
化
及
び

国
弓
化
を
実
現
し
た
．
瞬
冨
Ｐ
デ
ー
タ

に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
公
開

し
て
い
る
。
‐
‐
「

情
報
メ
デ
ィ
ア
室
』
・

岩
波
○
口
‐
詞
○
冨
版
『
二
十
一
代
集
』

『
絵
入
り
源
氏
物
語
』
「
吾
妻
鏡
」
各
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
居
冨
固
化
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
へ
の
移
行
作
業
を
行
な
っ

た
ｐ
移
行
に
あ
た
つ
て
は
へ
特
に
処
理

の
高
速
化
と
プ
ラ
ッ
ト
ホ
Ｉ
ム

（
言
旨
号
匡
乏
騨
冨
胃
）
に
依
存
し
な
い

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

へ

開
発
を
中
心
に
行
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

今
後
、
○
口
，
罰
○
富
で
出
版
さ
れ
る
本

文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

へ
の
移
植
を
迅
速
に
行
な
う
た
め
、
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
ぬ
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ド
が
で
き
る

だ
け
個
別
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
依
存
し

な
い
よ
う
に
設
計
し
た
。
現
在
、
移
行

作
業
は
完
了
し
て
お
り
、
上
記
三
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
は
、
課
言
い
エ
ン
ジ
ン
を
介

し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
順
調
に
稼

働
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
館
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講

演
等
の
リ
ア
ル
サ
ー
バ
に
よ
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
実
施
し
た
。

研
究
開
発
室
（
客
員
部
門
）

非
常
勤
客
員
と
し
て
、
早
稲
田
大
学

文
学
部
か
ら
竹
本
幹
夫
教
授
（
中
世
・

能
研
究
）
を
、
併
任
客
員
と
し
て
、
神

戸
大
学
文
学
部
か
ら
樋
口
大
祐
助
教
授

（
中
世
↑
軍
記
説
話
研
究
）
を
迎
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
と
そ
れ
に
関
連
す
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
開
発
に
関
す
る
助

言
・
協
力
を
得
た
。
《
竹
本
教
授
に
は
、

特
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
が
進
め
て
い
る

『
謡
曲
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
本
文
選
定

か
ら
監
修
に
至
る
過
程
で
、
指
導
的
か

つ
積
極
的
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
。

〃
（
研
究
情
報
部
長
）

－14－
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情
報
サ
ー
ビ
ス
室
《
‐
Ⅲ
．

①
資
料
の
受
入
‐
‘

資
料
受
入
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
マ

イ
ク
ロ
資
料
は
、
ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
八

六
一
リ
ー
ル
、
・
紙
焼
写
真
本
三
○
八
冊
、

図
書
は
、
一
」
、
五
七
三
冊
、
逐
次
刊
行

物
は
、
三
、
五
五
一
冊
で
あ
っ
た
。
そ

の
結
果
、
平
成
十
四
年
度
末
の
全
所
蔵

数
は
、
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
た
。

②
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
整
理
：

マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
デ
・
－
タ
約
四
、

五
○
○
件
を
作
成
し
＃
約
七
、
五
○
○

件
の
デ
ー
タ
の
点
検
を
行
っ
た
。

③
図
書
資
料
の
整
理
“
‐

和
古
書
は
目
録
デ
ー
タ
約
一
、
二
○

○
件
を
作
成
し
、
約
五
六
○
件
の
デ
ー

タ
点
検
を
行
っ
た
。
ま
た
、
二
三
○
点

の
和
古
書
の
装
備
を
行
っ
た
。

整
理
閲
覧
部
で
は
り
資
料
の
受
入
、

整
理
，
保
存
、
利
用
サ
ー
ビ
ス
及
び
参

考
業
務
、
公
開
講
演
会
の
開
催
、
展
示

等
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
十
四

年
度
の
当
部
の
業
務
は
次
の
と
お
り
で

あ
っ
た
。
：

整
理
閲
覧
部
事
業
報
告

G､
恥

活
字
本
・
影
印
本
は
、
三
、
九
九
二

冊
を
整
理
し
へ
遡
及
入
力
は
四
二
二
冊

を
処
理
し
た
。
明
治
期
資
料
は
一
、
三

四
五
冊
の
整
理
を
行
っ
た
。

逐
次
刊
行
物
は
、
一
、
九
二
三
タ
イ

ト
ル
の
受
入
か
整
理
を
行
っ
た
。

④
閲
覧
業
務
・

年
間
開
室
日
数
は
、
二
二
八
日
、
‘
来

館
利
用
者
数
は
、
’
六
、
五
七
九
人
（
一

日
当
た
り
二
八
・
九
人
）
、
登
録
者
数

は
一
、
六
四
九
八
（
一
日
当
た
り
七
・

二
人
）
で
あ
っ
た
Ｑ
閉
架
資
料
の
閲
覧

点
数
は
、
二
三
、
七
四
二
点
（
一
日
当

た
り
一
○
四
・
一
点
）
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
文
献
複
写
は
、
二
六
、
五
八

九
件
（
一
日
当
た
り
一
一
六
・
六
件
）

で
串
電
子
複
写
》
侭
（
リ
鵬
ダ
プ
叺
ン
タ
ー

を
含
む
）
二
五
九
、
○
一
五
枚
、
紙
焼

写
真
二
六
、
五
二
一
枚
、
ポ
ジ
フ
ィ
ル

ム
九
、
六
一
四
コ
マ
を
作
製
し
た
。

⑤
相
互
利
用

大
学
図
書
館
等
か
ら
の
複
写
・
相
互

貸
借
の
受
付
は
、
複
写
七
、
二
五
五
件
、

貸
借
一
三
一
件
一
八
六
冊
で
あ
っ
た
。

他
機
関
へ
の
依
頼
は
や
複
写
三
八
九
件
、

I

/へ

鈴
木
淳

貸
借
は
一
件
一
冊
で
あ
っ
た
。
人
”

⑥
資
料
の
保
存

保
存
用
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
外
部
保
管

委
託
は
、
平
成
十
二
年
度
収
集
分
八
四

○
リ
ー
ル
を
追
加
委
託
し
、
総
計
三
一
、

七
一
四
リ
ー
ル
と
な
っ
た
。

な
お
、
例
年
ど
お
り
、
・
四
月
末
か
ら

五
月
初
め
に
か
け
て
資
料
の
く
ん
蒸
、

年
度
末
に
は
蔵
瞥
点
検
を
実
施
し
た
。

⑦
古
典
籍
総
合
目
録
作
成
事
業

古
典
籍
の
総
合
所
在
目
録
デ
ル
タ
ベ

ー
ス
を
櫛
築
し
公
開
す
る
こ
と
を
め
ざ

し
作
業
を
継
続
し
て
い
る
。

今
年
度
は
？
所
蔵
者
に
デ
ー
タ
公
開

に
つ
い
て
依
頼
し
、
一
四
四
機
関
よ
り

許
可
を
い
た
だ
き
、
書
誌
デ
ー
タ
約
一

七
万
件
の
公
開
に
向
け
て
準
備
を
進
め

た
。
ま
た
、
デ
ー
タ
の
新
規
登
録
再
開

の
準
備
・
試
行
、
著
作
及
び
著
者
の
典

拠
フ
ァ
イ
ル
の
改
訂
を
行
っ
た
。

参
考
室

①
参
考
業
務

；
参
考
質
問
の
受
付
同
回
答
は
四
四
二

件
で
あ
っ
た
。
‐

②
公
開
講
演
会
〆
．
ｊ

‐
国
文
学
の
普
及
業
務
と
し
て
、
次
の

と
お
り
公
開
識
演
会
を
開
催
し
た
。

○
第
五
十
九
回
「
本
と
人
と
研
究
と
ｌ

高
乗
勲
文
庫
か
ら
ｌ
」
（
五
月
二
十

~､

四
日
、
当
館
）

．
「
立
志
格
勤
の
国
文
学
者
ｌ
序
に
代

・
え
て
Ｉ
」
松
野
陽
一
（
当
館
館
長
）

．
「
高
乗
勲
氏
蒐
集
の
古
典
籍
！
「
徒

然
草
」
関
係
資
料
そ
の
他
ｌ
」
落
合

博
志
（
当
館
文
献
資
料
部
助
教
授
）

．
「
永
和
本
「
太
平
記
」
を
め
ぐ
っ
て
」

長
谷
川
端
氏
〈
中
京
大
学
文
学
部
教

授
）

○
第
六
十
回
「
詩
歌
の
未
来
形
ｌ
創
作

と
研
究
ｌ
」
〔
創
立
三
十
周
年
記
念
〕

（
平
成
十
四
年
十
一
月
十
六
日
、
当
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○
創
立
三
十
周
年
記
念
特
別
講
演
会

（
十
一
月
二
十
九
日
、
国
立
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
）

．
「
文
学
を
よ
む
歓
び
」
中
西
進
氏

（
帝
塚
山
学
院
長
）

③
古
典
連
続
謂
演

「
百
人
一
首
ｌ
王
朝
和
歌
か
ら
中
世

和
歌
へ
Ｉ
」
井
上
宗
雄
氏
（
立
教
大
学

名
誉
教
授
）
に
よ
る
五
回
の
講
演
（
九

月
二
十
六
日
、
十
月
十
日
、
十
月
二
十

四
日
、
十
一
月
七
日
、
十
一
月
二
十
一

日
、
当
館
）

④
展
示

○
特
別
展
示

．
「
高
乗
勲
文
庫
貴
重
番
展
」
（
平
成

十
四
年
五
月
二
十
日
～
三
十
一
日
）

．
「
古
典
が
手
元
に
と
ど
く
ま
で
ｌ
館

蔵
貴
重
書
の
か
ず
か
ず
ｌ
」
〔
創
立

三
十
周
年
記
念
〕
（
平
成
十
四
年
十

・
委
員
会
日
鮭
。

「
古
典
和
歌
研
究
の
一
視
点
ｌ
貴
人

と
「
女
房
」
ｌ
」
田
渕
句
美
子
（
当

館
文
献
資
料
部
教
授
）

「
短
歌
創
作
に
お
け
る
古
典
の
活
用
」

水
原
紫
苑
氏
（
歌
人
）

「
恋
、
風
景
、
日
本
の
詩
歌
の
季
題

ｌ
和
歌
か
ら
俳
譜
・
俳
句
へ
Ｉ
」
・
ハ

ル
オ
・
シ
ラ
ネ
氏
《
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
教
授
）

館
一

一
月
十
一
日
～
二
十
八
日
）

○
通
常
展
示

・
第
七
十
八
回
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」

（
平
成
十
四
年
三
月
十
八
日
～
四
月

二
十
六
日
）

・
第
七
十
九
回
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」

（
平
成
十
五
年
三
月
十
八
日
～
五
月

十
五
日
）

⑤
謂
演
集
・
展
示
目
録
の
刊
行

４
月
９
日

３
月
釦
日

４
月
７
日

４
月
８
日

３
月
詔
日

333

月月月
272625

日日日

３
月
５
日

３
月
肥
日

３
月
４
日

へ

講
演
会
・
展
示
会
等
小
委

員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
小
委
員
会

総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
教
育
研
究
準
備
委
員
会

大
学
院
教
育
協
力
委
員
会

図
書
資
料
委
員
会

文
献
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
小

委
員
会

自
己
点
検
・
評
価
委
員
会

総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
準
備
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
小
委
員
会

広
報
誌
小
委
員
会

総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
入
学
者
選
抜
委
員
会

総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

彙

公
開
講
演
会
の
講
演
録
で
あ
る
〈
古

典
講
演
シ
リ
ー
ズ
〉
は
第
九
巻
「
田
安

徳
川
家
蔵
書
と
高
乗
勲
文
庫
ｌ
二
つ
の

典
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー
」
（
臨
川
書
店
）

を
刊
行
、
ま
た
、
特
別
展
示
の
図
録
と

し
て
『
国
文
学
研
究
資
料
館
創
立
三
十

周
年
記
念
特
別
展
示
図
録
」
を
刊
行
し

た
。
・

（
整
理
閲
覧
部
長
）

５
月
１
日

５
月
吃
日

５
月
週
日

44

月月
2422

日日

４
月
晦
日

４
月
晦
日 報

攻
入
学
者
選
抜
委
員
会

総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
委
員
会

公
開
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
小

委
員
会

将
来
構
想
委
員
会

総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
教
育
研
究
委
員
会

総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
委
員
会

図
書
資
料
委
員
会

文
献
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
小

委
員
会

大
学
院
教
育
協
力
委
員
会

自
己
点
検
《
評
価
委
員
会

紀
要
委
員
会

総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

へ

１
１
１
！
‐
ｌ
ｄ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
■
。
ｌ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

・
運
営
協
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
．

平
成
巧
年
３
月
加
日
（
木
）
の
平
成

Ｍ
年
度
第
４
回
運
営
協
議
員
会
で
は
、

管
理
運
営
の
概
況
、
平
成
皿
年
度
事

業
・
研
究
報
告
、
平
成
鴫
年
度
予
算
内

示
及
び
科
学
研
究
費
補
助
金
、
平
成
喝

年
度
事
業
計
画
、
平
成
喝
年
度
共
同
研

究
計
画
等
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

６
月
〃
日

666

月月月
121110

日日日

６
月
６
日

５
月
卯
日

６
月
５
日

５
月
幻
日

５
月
翠
日

５
月
晦
日

攻
入
学
者
選
抜
委
員
会

講
演
会
・
展
示
会
等
小
委

員
会
総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
教
育
研
究
委
員
会
・

総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
委
員
会

広
報
誌
小
委
員
会

国
文
学
文
献
資
料
収
集
計

画
委
員
会

共
同
研
究
委
員
会

文
献
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
小

委
員
会

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
委
員
会

広
報
誌
小
委
員
会

将
来
構
想
委
員
会

総
研
大
日
本
文
学
研
究
専

攻
委
員
会

講
演
会
・
展
示
会
等
小
委

員
会
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・
評
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
・

平
成
脂
年
５
月
２
日
（
金
）
の
平
成

暗
年
度
第
１
回
評
議
員
会
で
は
、
管
理

運
営
の
概
況
、
平
成
Ｍ
年
度
事
業
・
研

究
報
告
、
平
成
喝
年
度
予
算
内
示
及
び

科
学
研
究
費
補
助
金
、
平
成
脂
年
度
事

業
計
画
、
平
成
焔
年
度
共
同
研
究
計
画

等
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

・
外
国
出
張
・

鈴
木
淳

渡
航
先
大
韓
民
国

目
的
韓
国
に
お
け
る
日
本
関
係

文
献
の
調
査
と
そ
の
分
類

に
関
す
る
実
態
調
査

期
間
平
成
脂
年
２
月
５
日
～

平
成
巧
年
２
月
９
日

伊
藤
鉄
也

渡
航
先
大
韓
民
国

目
的
外
国
語
に
よ
る
日
本
文
学

研
究
文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
に
関
す
る
予
備
調
査

及
び
研
究
打
合
せ

期
間
平
成
脂
年
２
月
５
日
～

平
成
喝
年
２
月
９
日

入
口
敦
志

渡
航
先
台
湾

目
的
台
湾
大
学
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
る
日
本
古
典
籍
の
調

査

期
間
平
成
巧
年
２
月
晦
日
～

平
成
賜
年
２
月
釦
日

岡
雅
彦

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
天
一
閣
博
物
館
及
び
上
海

図
書
館
所
蔵
の
日
本
文
献

の
調
査

期
間
平
成
喝
年
２
月
瀦
日
～

平
成
喝
年
２
月
幻
日

堀
川
貴
司
・
和
田
恭
幸

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
天
一
閣
博
物
館
及
び
上
海

図
書
館
所
蔵
の
日
本
文
献

の
調
査

期
間
平
成
巧
年
２
月
羽
日
～

平
成
賜
年
３
月
１
日

夛
田
健
一
・
和
田
洋
一

大
久
保
武
史

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
天
一
閣
博
物
館
及
び
上
海

図
書
館
所
蔵
の
日
本
文
献

の
調
査
の
実
施
に
関
す
る

事
務
打
合
せ

期
間
平
成
遍
年
２
月
羽
日
～

平
成
巧
年
３
月
１
日

原
正
一
郎

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
人
文
科
学
研
究
支
援
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
に
関

す
る
実
証
的
研
究
の
た
め

戸､

期
間
平
成
賜
年
２
月
お
日
～

平
成
巧
年
３
月
７
日

松
野
陽
一
・
佐
藤
晃
一

渡
航
先
台
湾

目
的
国
立
台
湾
大
学
図
書
館
所

蔵
日
本
古
典
籍
の
調
査
及

び
旧
総
督
府
本
の
調
査
・

収
集
に
関
す
る
打
合
せ

期
間
平
成
喝
年
３
月
２
日
～

平
成
脂
年
３
月
４
日

山
下
則
子

渡
航
先
イ
タ
リ
ア
共
和
国

目
的
欧
州
に
お
け
る
日
本
古
典

籍
の
調
査
及
び
打
合
せ

期
間
平
成
賜
年
３
月
９
日
～

平
成
巧
年
３
月
”
日

中
村
康
夫

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

目
的
国
際
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
日
本
文
学
研
究
資

料
情
報
の
組
織
化
と
発
信

に
関
す
る
調
査
研
究

期
間
平
成
喝
年
３
月
ｎ
日
～

平
成
巧
年
３
月
晦
日

加
藤
聖
文

渡
航
先
台
湾

目
的
旧
植
民
地
、
占
領
地
に
お

け
る
ア
ー
カ
イ
プ
ズ
政
策

と
記
録
伝
存
過
程
の
研
究

に
関
わ
る
史
料
調
査
と
収

/‐

集
な
ら
び
に
情
報
交
換

期
間
平
成
巧
年
３
月
略
日
～

平
成
巧
年
３
月
認
日

松
野
陽
一

渡
航
先
大
韓
民
国

目
的
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
旧

朝
鮮
総
督
府
本
（
和
本
の

収
集
に
関
す
る
打
ち
合
わ

せ
と
伝
本
調
査
）

期
間
平
成
巧
年
３
月
略
日
～

平
成
賜
年
３
月
肥
日

原
正
一
郎

渡
航
先
連
合
王
国

目
的
国
凰
屋
の
ご
シ
閉
。
凰
胃
さ
目

ざ
閉
］
ｇ
目
＄
①
の
冒
島
＄

シ
ョ
ョ
巨
堅
○
．
邑
嚴
門
の
。
ｏ
の

四
ｓ
い
へ
の
出
席
と
発
表

期
間
平
成
巧
年
４
月
廻
日
～

平
成
鴫
年
４
月
肥
日

加
藤
聖
文

渡
航
先
大
韓
民
国

目
的
韓
国
内
日
本
関
係
史
料
の

調
査
と
情
報
交
換

期
間
平
成
喝
年
５
月
弱
日
～

平
成
喝
年
５
月
”
日

野
本
忠
司

渡
航
先
カ
ナ
ダ

目
的
輿
閏
夢
夛
ン
Ｑ
‐
Ⅷ
に
参
加

期
間
平
成
鴫
年
５
月
妬
日
～

平
成
巧
年
６
月
２
日
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和
田
恭
幸

大
高
洋
司
・
小
川
剛
生

渡
航
先
大
韓
民
国

目
的
旧
朝
鮮
総
督
府
本
二
○
○

松
野
陽
一

渡
航
先
大
韓
民
国
・

目
的
旧
朝
鮮
総
督
府
本
二
○
○

点
の
調
査
・
収
集
及
び
交

渉
の
た
め

期
間
平
成
隔
年
６
月
翠
日
～

安
永
尚
志

期
間
‐
平
成
巧
年
６
月
翠
日
～

渡
航
先
大
韓
民
国

目
的
旧
朝
鮮
総
督
府
本
二
○
○

点
の
調
査
・
収
集
及
び
交

渉
の
た
め

渉
の
た
め

期
間
ゞ
平
成
巧
年
６
月
翠
日
～

期
間
平
成
巧
年
６
月
１
日
～

渡
航
先
イ
タ
リ
ア
共
和
国

目
的
日
本
古
典
文
学
作
品
の
平

平
成
巧
年
６
月
”
日

平
成
賜
年
６
月
妬
日

点
の
調
査
・
収
集
及
び
交

平
成
巧
年
６
月
型
日

平
成
喝
年
６
月
皿
日

語
ｌ
日
本
語
対
訳
Ｄ
Ｂ

行
全
文
Ｄ
Ｂ
の
研
究
、
伊

｜

l

l
l
’

｜’
よみほん

特別展示「八戸市立図書館所蔵「読本」展」のお知らせ
平成15年10月8日（水）～10月24日（金）

◎午前10時～午後4時30分【22日（水）は5時30分まで】
◎土日祝日は休館◎入場無料

近世後期、全国の読者を魅了した長編娯楽小説「読本」一八戸南部家旧蔵の善本・美本約70点を、東京で初公開します。
(後援八戸市立図密館）

よみほん

公開講演会「江戸の本格小説一一読本を読む、見る」
平成15年10月22日（水）午後1時30分～

◎当館1F大会議室にて、1時より受付開始◎先蒲120名◎聴識無料
「八戸南部家蔵書の性格」松野陽一（当館館長）
「絵本と読本」大高洋司（当館教授）

「ロマンスの栂造一読本文学様式論のために－」浜田啓介（京都大学名誉教授）

古典連続講演「万葉集を読む」
講師：佐竹昭広（当館名誉教授）

日程：第1回9月26日（金）、第2回lO月lO日（金）、第3回10月24日（金）、
、第4回ll月7日（金）、第5回11月21日（金）※各回午後2時より（卯分）

場所：当館1F大会議室

聴講料：無料

定貝:120名（応募者多数の場合は、抽選とさせていただきます）

申込方法：往復ハガキに、住所・氏名・所属をご記入の上、〒142-8585品川区豊町l.16.10国文学研究資料館整理閲覧部参考
室「万葉集」係まで。〆切は9月ll日（木）です。

へ

’
’

第27回国際日本文学研究集会

2003年11月13日（木）・14日（金）テーマ：剰窃･模倣・オリジナリティー日本文学の想像力を問う－
第1日・研究発表(13:00～）

浄瑠璃における「富士浅間物」の展開一「蕃伶人吾妻雛形」「粟島譜嫁入雛形」を中心に－韓京子
白楽天「白羽扇」等の受容による『源氏物語」の「扇」の意味のずれ黄建香
歌作りということ－和歌史における俊頼の位置一寺田澄江
媒介者としての日本文学一国木田独歩「運命論者」を手がかりとして－丁貴連
「南方憧椴」と帝国の接点一台湾原住民神話に関わる作品を中心に一玩文雅
寺山修司一ミッキーマウス－青ひげステイーヴン・クラーク
創られた被爆者詩人アラキ・ヤスサダー詩に真実は必要か－ホセア・ヒラタ
レセプション(17:40～）
第2日・研究発表(10:30～）

佐藤春夫「春風馬堤図譜」の模倣とオリジナリティ・朱衛紅
「和製アプロディーテ」の誕生一谷崎潤一郎の「少年」におけるシンボリズムを中心に－オウズ・バイカラ
異文化としての墓地－永井荷風による花の都の再構築一、デンニッツァ・ガプラコヴァ
公開講演(13:30～）

女の声を盗む－太宰治の女性独白体小説について－坪井秀人
伊勢物語絵一創造的な模倣と政治的な盗用一ジヨシュア・モストウ
参加方法：氏名・住所・現職・研究分野・レセプション参加希望の有無をお番きの上、郵送またはhxでお送り下さい。申込

書の形式は自由ですが、当館ホームページ(http://www.nijl.aC・jp/)掲載のものをお使いになると便利です。参
加費は無料です。

レセプション参加費:1,mO円程度（当日お支払い下さい）
申込・間合先：〒142.8585品川区豊町l-16-10国文学研究資料館研究悩報部情報資料室内

国際日本文学研究集会事務局03-3785-7131内403,408faxO3-3785-4455

’
ハ
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任
期
平
成
哩
年
７
月
１
日
～
平
成
肥
年
６
月
釦
日

（
。
任
期
平
成
賜
年
５
月
１
日
～
平
成
聡
年
６
月
釦
日
）

朝
尾
直
弘
京
都
大
学
名
誉
教
授

大
口
勇
次
郎
聖
徳
大
学
人
文
学
部
教
授

甲
斐
睦
朗
独
立
行
政
法
人
国
立
国
語
研
究
所
長

樺
山
紘
一
独
立
行
政
法
人
竪
美
術
館
理
事
函
立
票
葵
術
館
鑿

北
原
保
雄
筑
波
大
学
長

久
保
木
哲
夫
都
留
文
科
大
学
名
誉
教
授

久
保
田
淳
白
百
合
女
子
大
学
文
学
部
教
授

興
膳
宏
錘
舞
妓
澤
入
函
立
博
惣
鐘
受
京
那
図
立
麗
蕊
塁

後
藤
祥
子
日
本
女
子
大
学
長

佐
々
木
毅
東
京
大
学
長

末
松
安
晴
国
立
情
報
学
研
究
所
長

堤
精
二
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授

中
野
三
敏
福
岡
大
学
人
文
学
部
教
授

野
崎
弘
雑
蔑
笑
製
鯉
硫
馴
辨
竺
媒
尚
雌
博
惣
笈
一

野
山
嘉
正
放
送
大
学
教
授

平
岡
敏
夫
筑
波
大
学
名
誉
教
授

●
松
園
萬
亀
雄
国
立
民
族
学
博
物
館
長

宮
地
正
人
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
長

山
折
哲
雄
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

吉
原
健
一
郎
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
長

運
営
協
議
員

任
期
平
成
辺
年
８
月
１
日
～
平
成
略
年
７
月
瓢
日

伊
井
春
樹
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

岡
崎
久
司
早
稲
田
大
学
熊
野
文
化
研
究
所
客
員
教
授

高
埜
利
彦
学
習
院
大
学
文
学
部
教
授

評
議
員 評
議
員
等
名
簿

戸、

十
川
信
介
学
習
院
大
学
文
学
部
教
授

外
村
南
都
子
白
百
合
女
子
大
学
文
学
部
教
授

名
和
修
財
団
法
人
陽
明
文
庫
長

原
道
生
明
治
大
学
文
学
部
教
授

藤
井
譲
治
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

森
正
人
熊
本
大
学
文
学
部
教
授

吉
田
伸
之
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授

共
同
研
究
委
員
会
委
員

任
期
平
成
賜
年
４
月
１
日
～
平
成
”
年
３
月
証
日

江
本
裕
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
教
授

妹
尾
好
信
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
教
授

竹
本
幹
夫
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授

牧
野
和
夫
実
践
女
子
大
学
文
学
部
教
授

三
木
紀
人
城
西
国
際
大
学
人
文
学
部
教
授

三
田
村
雅
子
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
教
授

国
文
学
文
献
資
料
収
集
計
画
委
員
会
委
員

任
期
平
成
Ｍ
年
４
月
１
日
～
平
成
肥
年
３
月
皿
日

朝
倉
尚
広
島
大
学
総
合
科
学
部
教
授

川
上
新
一
郎
慶
感
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
巡
文
廊
教
授

高
山
節
也
二
松
学
舎
大
学
東
洋
学
研
究
所
教
授

美
濃
部
重
克
南
山
大
学
人
文
学
部
教
授

山
田
俊
治
横
浜
市
立
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授

任
期
平
成
鴫
年
４
月
１
日
～
平
成
〃
年
３
月
瓠
日

後
小
路
薫
別
府
大
学
文
学
部
教
授

大
取
一
馬
龍
谷
大
学
文
学
部
教
授

徳
田
和
夫
学
習
院
女
子
大
学
国
際
文
化
交
流
学
部
教
授

中
川
博
夫
鶴
見
大
学
文
学
部
教
授

長
島
弘
明
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
委
員
会
委
員

任
期
平
成
皿
年
４
月
１
日
～
平
成
焔
年
３
月
剖
日

今
関
敏
子
川
村
学
園
女
子
大
学
人
間
文
化
学
部
教
授

木
越
治
金
沢
大
学
文
学
部
教
授

神
野
藻
昭
夫
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
教
授

小
峯
和
明
立
教
大
学
文
学
部
教
授

坪
井
秀
人
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
助
教
授

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会
委
員

任
期
平
成
哩
年
４
月
１
日
～
平
成
肥
年
３
月
瓢
日

加
納
重
文
京
都
女
子
大
学
文
学
部
教
授

久
保
田
啓
一
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

森
正
人
熊
本
大
学
文
学
部
教
授

吉
村
誠
山
口
大
学
教
育
学
部
教
授

石
川
一
県
立
広
島
女
子
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授

三
角
洋
一
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教
授

贋
木
一
人
青
山
学
院
大
学
文
学
部
教
授

情
報
シ
ス
テ
ム
委
員
会
委
員

任
期
平
成
陞
年
４
月
１
日
～
平
成
聡
年
３
月
釧
日

安
達
文
夫
国
立
歴
史
民
俗
博
物
鰯
摘
報
鐸
科
研
究
部
教
授

石
塚
英
弘
図
笹
館
梢
報
大
学
図
番
館
憤
報
学
部
教
授

内
田
保
贋
共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
教
授

神
立
孝
一
創
価
大
学
経
済
学
部
教
授

近
藤
泰
弘
青
山
学
院
大
学
文
学
部
教
授

杉
田
繁
治
随
谷
大
学
理
工
学
部
教
授

長
崎
健
中
央
大
学
文
学
部
教
授

中
山
雅
哉
東
京
大
学
傭
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
助
教
授

根
岸
正
光
国
立
摘
報
学
研
究
所
堂
術
研
癖
稽
報
研
究
系
教
授

星
野
聰
京
都
大
学
名
誉
教
授

和
中
幹
雄
国
立
国
会
図
替
館
総
務
部
副
部
長

古
典
籍
総
合
目
録
委
員
会
委
員

任
期
平
成
巧
年
４
月
１
日
～
平
成
〃
年
３
月
瓢
日

一､
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（
・
任
期
平
成
賜
年
５
月
羽
日
～
平
成
町
年
３
月
瓢
日
）

市
古
夏
生
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
教
授

今
西
裕
一
郎
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
教
授

嘩
折
田
洋
晴
国
立
国
会
図
僻
館
主
迦
慨
報
部
古
典
輔
課
長

木
村
八
重
子
金
城
学
院
大
学
文
学
部
教
授

笹
川
郁
夫
東
京
大
学
附
属
図
瞥
館
事
務
部
長

柴
田
光
彦
東
京
国
立
博
物
館
客
員
研
究
員

原
道
生
明
治
大
学
文
学
部
教
授

宮
澤
彰
国
立
情
報
学
研
究
所
教
授

国
文
学
文
献
資
料
調
査
員

任
期
平
成
巧
年
４
月
１
日
～
平
成
肥
年
３
月
瓢
日

〔
北
海
道
・
東
北
地
区
〕

佐
倉
由
泰
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
教
授

佐
藤
晃
山
形
短
期
大
学
教
授

杉
浦
清
志
北
海
道
教
育
大
学
教
育
学
部
函
館
校
教
授

名
子
喜
久
雄
山
形
大
学
教
育
学
部
教
授

〔
関
東
地
区
〕

青
椥
隆
志
東
京
成
徳
大
学
助
教
授

伊
倉
史
人
い
わ
き
明
星
大
学
人
文
学
部
非
常
勤
識
師

伊
藤
善
隆
和
洋
女
子
大
学
非
常
勤
講
師

井
上
泰
至
防
衛
大
学
校
人
間
文
化
学
科
助
教
授

大
倉
浩
筑
波
大
学
文
芸
・
言
語
学
系
助
教
授

加
藤
禎
行
大
妻
女
子
大
学
非
常
勤
識
師

佐
伯
孝
弘
清
泉
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

佐
藤
知
乃
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
識
師

島
田
康
行
筑
波
大
学
文
芸
・
言
語
学
系
助
教
授

杉
浦
晋
埼
玉
大
学
教
養
学
部
助
教
授

杉
叶
本
和
寛
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
助
教
授

津
田
眞
弓
日
本
女
子
大
学
非
常
勤
講
師

寺
島
恒
世
東
京
医
科
歯
科
大
学
教
養
部
教
授へ

十
重
田
裕
一
早
稲
田
大
学
第
一
・
第
二
文
学
部
教
授

中
：
丸
宣
明
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
助
教
授

西
山
美
香
聖
心
女
子
大
学
文
学
部
非
常
勤
簿
師

原
田
香
織
束
洋
大
鑿
文
学
部
日
本
文
学
文
化
学
科
助
教
授

樋
口
恵
私
立
開
智
中
学
校
・
高
等
学
校
教
論

姫
野
敦
子
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
助
手

二
又
淳
明
治
大
学
非
常
勤
講
師

宗
像
和
重
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授

渡
辺
麻
里
子
千
葉
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

〔
中
部
地
区
〕

阿
部
泰
郎
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

石
坂
妙
子
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部
教
授

有
働
裕
愛
知
教
育
大
学
教
育
学
部
助
教
授

塩
村
耕
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
教
授

杉
田
《
昌
彦
静
岡
大
学
教
育
学
部
助
教
授

高
橋
明
彦
金
沢
美
術
工
芸
大
学
美
術
工
芸
学
部
助
教
授

戸
谷
精
三
長
野
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
授

中
川
豊
中
京
大
学
非
常
勤
講
師

服
部
直
子
中
部
大
学
非
常
勤
講
師

服
部
仁
同
朋
大
学
文
学
部
教
授

舩
城
俊
太
郎
新
潟
大
学
人
文
学
部
教
授

森
澤
多
美
子
元
静
岡
大
学
教
育
学
部
非
常
勤
講
師

柳
澤
；
良
一
金
沢
学
院
大
学
文
学
部
教
授

和
田
道
子
中
京
大
学
教
養
部
教
授

〔
近
畿
地
区
〕

青
木
稔
弥
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
文
学
部
教
授

安
達
敬
子
京
都
府
立
大
学
文
学
部
助
教
授

飯
倉
洋
一
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
教
授

飯
田
祐
子
神
戸
女
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授

出
原
隆
俊
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

海
野
圭
介
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
手

小
林
強
武
庫
川
女
子
大
学
非
常
勤
識
師

神
道
宗
紀
帝
塚
山
学
院
大
学
文
学
部
教
授

須
田
千
里
京
都
大
学
大
学
院
人
間
蕊
魂
学
研
究
科
助
教
授

田
口
路
枝
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
準
文
学
部
非
椛
鋤
撫
師

中
前
正
志
京
都
女
子
大
学
短
期
大
学
部
教
授

野
口
隆
大
阪
学
院
大
学
経
済
学
部
助
教
授

原
雅
子
金
蘭
短
期
大
学
教
授

演
口
雅
教
兵
庫
県
立
伊
丹
北
高
等
学
校
教
諭

藤
田
興
一
関
西
大
学
文
学
部
教
授

峯
村
至
津
子
京
都
女
子
大
学
短
期
大
学
部
助
教
授

盛
田
帝
子
相
愛
大
学
人
文
学
部
非
常
勤
講
師

山
本
和
明
相
愛
大
学
人
文
学
部
助
教
授

山
本
登
朗
関
西
大
学
文
学
部
教
授

林
原
純
生
神
戸
大
学
文
学
部
教
授

〔
中
国
・
四
国
地
区
〕

赤
松
万
里
鳴
門
教
育
大
学
学
校
教
育
学
部
教
授

蘆
田
耕
一
島
根
大
学
法
文
学
部
教
授

稲
田
秀
雄
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授

尾
崎
千
佳
山
口
大
学
人
文
学
部
識
師

久
保
田
啓
一
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

倉
本
昭
梅
光
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授

佐
々
木
亨
徳
島
文
理
大
学
文
学
部
教
授

杉
本
好
伸
安
田
女
子
大
学
文
学
部
教
授

竹
村
信
治
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授

田
野
慎
二
広
島
国
際
大
学
医
療
福
祉
学
部
講
師

田
村
憲
治
愛
媛
大
学
法
文
学
部
教
授

辻
‐
野
正
人
徳
島
文
理
大
学
短
期
大
学
部
識
師

西
本
寮
子
県
立
広
鰯
女
子
大
学
国
際
文
化
学
部
助
教
授

広
嶋
進
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
消
心
女
子
大
準
文
学
部
助
教
授

へ
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福
田
景
道
島
根
大
学
教
育
学
部
教
授

福
田
安
典
愛
媛
大
学
教
育
学
部
助
教
授

藤
瀞
毅
尾
道
大
学
芸
術
文
化
学
部
助
教
授

古
瀬
雅
義
安
田
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

星
野
佳
之
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
消
心
女
子
大
学
文
学
部
郷
師

山
本
秀
樹
岡
山
大
学
文
学
部
助
教
授

〔
九
州
地
区
〕

井
上
洋
子
細
岡
函
陣
大
学
図
曹
ミ
ュ
ー
亭
１
首
ン
学
難
種

今
井
明
福
岡
女
子
大
学
文
学
部
教
授

大
久
保
順
子
福
岡
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

勝
俣
隆
長
崎
大
学
教
育
学
部
教
授

川
平
敏
文
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
助
教
授

黒
木
香
活
水
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

國
生
雅
子
福
岡
大
学
人
文
学
部
助
教
授

鈴
木
元
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
助
教
授

松
本
常
彦
北
九
州
市
立
大
学
文
学
部
助
教
授

若
木
太
一
長
崎
大
学
環
境
科
学
部
教
授

国
文
学
研
究
情
報
研
究
専
門
員

任
期
平
成
巧
年
４
月
１
日
～
平
成
賂
年
３
月
瓠
日

浅
田
徹
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
助
教
授

飯
田
和
明
筑
波
大
学
附
属
中
学
校
教
諭

池
田
三
枝
子
実
践
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

熊
本
英
人
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
講
師

鈴
木
豊
文
京
学
院
大
学
外
国
語
学
部
教
授

堤
玄
太
帝
京
大
学
文
学
部
講
師

森
野
崇
二
松
学
舎
大
学
文
学
部
助
教
授

山
下
哲
郎
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
非
常
勤
講
師

湯
浅
佳
子
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
助
教
授

青
椥
隆
志
東
京
成
徳
大
学
人
文
学
部
助
教
授

小
林
徹
行
和
洋
女
子
大
学
人
文
学
部
非
常
勤
講
師

/‐

近
藤
み
ゆ
き
実
践
女
子
大
学
文
学
部
教
授

近
藤
泰
弘
青
山
学
院
大
学
文
学
部
教
授

谷
本
玲
大
茨
城
大
学
人
文
学
部
非
常
勤
講
師

中
村
文
埼
玉
学
園
大
学
人
間
学
部
助
教
授

二
階
堂
善
弘
茨
城
大
学
人
文
学
部
助
教
授

別
府
節
子
出
光
美
術
館
学
芸
員

宮
崎
康
充
宮
内
庁
書
陵
部
図
替
調
査
官

湯
浅
吉
美
埼
玉
学
園
大
学
人
間
学
部
助
教
授

横
井
孝
実
践
女
子
大
学
文
学
部
教
授

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
監
修
員

任
期
平
成
脂
年
４
月
１
日
～
平
成
咽
年
３
月
別
日

加
納
重
文
京
都
女
子
大
学
文
学
部
教
授

田
野
慎
二
広
島
国
際
大
学
医
療
福
祉
学
部
講
師

竹
本
幹
夫
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授

天
野
文
雄
大
阪
大
学
文
学
部
教
授

石
井
倫
子
日
本
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

稲
田
秀
雄
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授

大
谷
節
子
神
戸
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

表
き
よ
し
国
士
舘
大
学
創
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
教
授

樹
下
文
隆
県
立
広
島
女
子
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授

小
林
健
二
大
谷
女
子
大
学
文
学
部
教
授

西
村
聡
金
沢
大
学
文
学
部
教
授

松
岡
心
平
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教
授

三
宅
晶
子
横
浜
国
立
大
学
教
育
人
間
科
学
部
教
授

山
中
玲
子
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
教
授

共
同
研
究
員

任
期
平
成
賜
年
４
月
１
日
～
平
成
略
年
３
月
瓠
日

課
題
名
〔
＋
市
遠
忠
自
筆
箕
料
群
の
悉
皆
瞬
査
と
そ
の
害
鯵
的
研
究
〕

武
井
和
人
埼
玉
大
学
教
養
学
部
教
授

三
村
晃
功
京
都
光
華
女
子
大
学
文
学
部
教
授

末
柄
豊
東
京
大
学
史
料
縞
纂
所
助
手

池
和
田
有
紀
宮
内
庁
審
険
部
図
替
課
箆
面
密
鋼
在
室
室
員

小
林
大
輔
早
稲
田
大
学
本
庄
高
等
学
院
教
諭

高
橋
育
子
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
博
士
祷
爾
課
程

課
題
名
〔
中
世
年
中
行
事
書
の
研
究
〕

鈴
木
元
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
助
教
授

伊
藤
敬
元
・
藤
女
子
大
学
教
授

佐
藤
厚
子
椙
山
女
学
園
大
学
文
化
悩
報
学
部
助
教
授

吉
森
佳
奈
子
信
州
大
学
教
育
学
部
助
教
授

石
田
実
洋
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
研
究
員

佐
々
木
孝
浩
慶
騨
蕊
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
巡
文
血
助
数
授

山
田
尚
子
慶
噸
義
塾
大
学
大
学
院
生

課
題
名
〔
初
期
草
双
紙
の
網
羅
的
解
題
の
た
め
の
研
究
〕

黒
石
陽
子
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
助
教
授

加
藤
康
子
梅
花
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

有
働
裕
愛
知
教
育
大
学
教
育
学
部
助
教
授

山
下
琢
巳
躯
鎚
職
皿
李
感
災
呰
重
三
一
字
１
首
ン
勘
篭

丹
和
浩
東
京
学
芸
大
学
附
属
商
等
学
校
大
泉
校
舎
教
繊

細
谷
敦
仁
東
京
都
立
八
王
子
東
高
等
学
校
教
諭

湯
浅
佳
子
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
助
教
授

桧
山
裕
子
青
山
学
院
高
等
部
非
常
勤
講
師

蝉
嬰
二
悪
霊
薮
覧
蔓
茜
錘
斡
毒
象
雲
葦
ツ
ト
７
足
寧
暴
塞

渡
辺
信
和
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
室
長

湯
谷
祐
三
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

牧
野
和
夫
実
践
女
子
大
学
文
学
部
教
授

藤
巻
和
宏
杉
野
服
飾
大
学
非
常
勤
講
師

川
鶴
進
一
早
稲
田
大
学
本
庄
高
等
学
院
教
諭

高
橋
秀
城
大
東
文
化
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程

田
戸
大
智
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程

柳
澤
正
志
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程

‐､
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而 人事異動（平成15年3月～平成15年8月）

01

【教育系職員】

_’

へ

I
【事務系職員】’

｜

’

へ

.’

－22－

発令年月日 氏名 異動内容（新官職） 旧く現）官職

15．4．1

15．3．31

15．4．1

参

参

〃

多

多

〃

15．4．1

ヶ

〃

15．5．1

一
一
實
美
江
勲
一
之
子
史
茂
則

松野隅

鈴江英

商禍

青田寿

松尾葦

奥田

神立孝

安野一

松本智

齋藤希

長尾直

宮崎克

ﾓｽﾄｳ
トｮｼｭ7スコプ

〔再任〕

館長

〔転出〕

北海道教育大学教育学部札幌校教授

〔採用〕

史料館教授

文献資料部助教授

文献資料部客員教授(16.3.31まで）

研究悩報部客員教授(16.3.31まで）

史料館客員教授(16.3.31まで）

研究悩報部非常勤研究員(163.31まで）

研究悩報部非常勤研究員(163.31まで）

〔併任等〕

文献資料部助教授(15.930まで）

研究悩報部助教授(16.3.31まで）

史料館助教授(16.3.31まで）

〔外国人研究貝〕

文献資料部客貝助教授(16.3.31まで）

館長

史料館教授

(作新学院大学経営学部教授）

(神戸女子大学文学部講師）

(國學院大学文学部教授）

(聖心女子大学文学部教授）

(創価大学経済学部教授）

(東京大学大学院総合文化研究科助教授）

(山形大学教育学部助教授）

(九州大学総合研究博物館助教授）

(ブリティッシュ・コロンビア大学准教授）

発令年月日 氏名 異動内容（新官職）‘ 旧（現）官職

l

l

l

l

l

●
●
●
●
●

刈
詮
参
参
〃
〃
〃
ん
缶
〃
〃
４
段
谷
０
幻
４
〃
参
〃
〃
〃
〃

●

●

５
５
５
ａ
＆

１

１

９
１
今
８
１
宙
且

菅原浩

長津昭

荒井久典

中井雪子

神谷真司

土屋啓一

上原正宜

中村洋一

清水律子

市場なつき

井村真琴

森勝義

黒瀧裕

菊地みつ子

和田玲子

戸田加代子

野村鮒

大久保武史

崎山健司

〔転出〕

独立行政法人教員研修センター総務部会計課長

岐阜工業高等専門学校学生課長

東京大学学生部厚生課保健掛主任

東京大学工学部等学術協力課学術傭報掛長

東京工業大学経理部契約室第1契約掛主任

放送大学学園経理部主計課総務係

〔転入〕

管理部会計課長

管理部会計課課長補佐

整理閲覧部慨報サービス室情報サービス係員

〔採用〕

管理部庶務課庶務係員

管理部庶務課共同利用係目

管理部会叶課経理係員

〔館内異動〕

管理部庶務課課長補佐‘

管理部庶務課共同利用係長

整理閲覧部悩報サービス室傭報管理係長

整理閲覧部傭報サービス室梢報整備係長

管理部庶務課史料館兼務

管理部会計課経理係員

管理部会計課用度係員

管理部会計課長

管理部庶務課課長補佐

管理部庶務課共同利用係長

整理閲覧部悩報サービス室悩報管理係長

管理部会計課経理係主任

管理部会計課用度係員

岐阜大学経理部主計課長

東京工業大学工学部附属高等学校経理掛長

東京大学社会科学研究所図密掛員

管理部会計課課長補佐

管理部庶務課専門職員

整理閲覧部傭報サービス室悩報整傭係長

整理閲覧部備報サービス室悩報サービス係員

整理閲覧部傭報サービス室受入係員

管理部会計課悩報処理係員

管理部庶務課庶務係員



国文学研究資料館報第61号 平成15年9月

（

雷
！
‐
利
用
者
へ
の
お
知
ら
せ
１
１
１
！
…
！
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
１
’
１
１
’
１
１
１
１
：
！
！
●

；
稲
益
田
家
一

一
◆
「
マ
イ
ク
ロ
資
料
・
和
古
書
目
録
デ
”
大
和
文
華
館
一

一
Ｉ
タ
ベ
ー
ス
」
の
デ
ー
タ
更
新
に
つ
い
郷
臼
杵
市
立
臼
杵
図
書
館
◆
利
用
案
内

一
て
い
く
剛
東
京
都
立
中
央
図
書
館
（
東
京
誌
‐
利
用
資
格
、

一
こ
の
た
び
「
マ
イ
ク
ロ
資
料
・
和
古
料
）
学
術
研
究
の
圭

一
書
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
デ
ー
タ
を
〃
畑
大
須
文
庫
必
要
と
す
る
人

一
更
新
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
繩
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
利
用
手
続

て
ま
す
。
今
回
、
六
、
二
○
件
の
新
珊
柿
術
文
庫
初
め
て
利
用
些

一
規
デ
ー
タ
の
追
加
と
既
存
デ
ー
タ
の
修
狐
蘆
庵
文
庫
要
で
す
。
身
分
蔀

孟
を
行
い
ま
し
た
。
畑
夢
望
庵
文
庫
カ
ウ
ン
タ
ー
で
垂

一
今
回
、
追
加
し
た
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
”
四
国
大
学
附
属
図
瞥
館
（
凌
霄
文
だ
さ
い
。
「
資
料

一
録
デ
ー
タ
の
所
蔵
者
は
、
三
六
所
蔵
者
庫
）
行
し
ま
す
。

－
９童
文
庫
）
で
、
所
蔵
者
名
、
文
庫
番
号
卿
新
潟
大
学
附
属
図
番
館
（
佐
野
文
閲
覧
時
間

一
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
へ
＊
印
は
庫
）
九
時
～
十
七
畦

一
新
規
の
所
蔵
者
で
す
。
獺
石
川
県
立
図
書
館
（
李
花
亭
文
庫
）
文
献
複
写
受
付
睦

一
文
庫
胸
所
蔵
者
名
郷
名
古
屋
市
博
物
館
九
時
半
～
十
圭

一
ｅ－
７
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
（
神
宮
朔
＊
北
方
文
化
博
物
館

一
や雪
皇
学
館
文
庫
）
剛
長
野
県
短
期
大
学
付
属
図
書
館

日

一
妬
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
醜
！
＊
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
室
０

鮴
銅
認

一
娼
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
附
属
図
書
館

印
付
司

為
岩
国
徴
古
館
獺
富
山
県
立
図
書
館
（
中
島
文
庫
）
覧
，
ｏ
塞
卯

一
弱
陽
明
文
庫
繩
宮
崎
文
庫
記
念
館

一
名
複
俳

郵
蠅
■

一
別
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
抑
糸
魚
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館

一
蛇
上
田
市
立
図
書
館
（
花
月
文
庫
）
剛
＊
郡
山
城
史
跡
柳
沢
文
庫
保
存
会
琳
ト

ー
兜
上
田
市
立
図
書
館
（
花
春
文
庫
）
瓢
＊
京
都
府
立
総
合
資
料
館
及
加
叩

室
５

－
卵
高
知
県
立
図
書
館
（
山
内
文
庫
）
卸
＊
静
岡
市
立
芹
沢
蛙
介
美
術
館
開
０
間
打
時
ト

ー
加
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
郷
＊
浜
松
市
立
賀
茂
真
淵
記
念
館

覧
０

－
鰯
ご
己
ぐ
の
『
隆
昌
ｇ
ｏ
鰯
言
◎
目
厨
．
鰯
＊
諏
訪
市
図
書
館

閲
眺
■

一
国
①
鼻
①
－
９
桁
温
泉
寺

Ｆ
Ｏ
６
９
９
０
０
０
０
０
０
り
０
９
９
０
０
↑
９
９
０
０
９
０
８
０
０
０
６
９
６
９
０
０
９
◆
０
９
，
９
０
０
０
０
６
６
８
６
０
０
０
０
０
０
９
０
Ｂ
０
Ｂ
０
０
０
Ｂ
０
０
０
０
０
ｐ
Ｂ
０
Ｂ
０
０
■
９
Ｂ
０
０
０
０
Ｂ
０
０
０
■
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
６
８
０
８
０
０
８
０
０
０
８
８
０
８
０
０
８
０
０
８
０
８
０
８
０
０
０
０
０
０
■
０

リ

６
ｆ
０
ｐ
↑
９
０
６
５
０
９
＃
８
９
６
０
り
り
９
０
Ｕ
０
６
０
０
８
０
６
ｐ
６
ｏ
０
Ｂ
０
０
Ｂ
０
Ｂ
０
０
Ｂ
０
Ｂ
０
ｐ
Ｂ
０
０
ｐ
Ｂ
０
Ｂ
０
■
■
０
■
Ｏ
Ｂ
６
０
Ｂ
０
Ｂ
０
Ｂ
Ｕ
Ｂ
■
Ｏ
Ｂ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｂ
Ｄ
Ｂ
６
Ｂ
Ｂ
０
０
０
Ｂ
Ｕ
Ｏ
■
０
０
０
８
８
■
０
８
０
０
日
０
０
０
８
８
■
Ｏ
０
６
Ｂ
０
Ｂ
６
Ｂ
０
Ｂ
■
Ｂ
Ｂ
８
Ｂ
ｂ
Ｂ
Ｂ
０
０
０

６
可
阜
』
マ
Ｇ
》

‐
■
■
■
一

；
稲
益
田
家
一
◆
臨
時
休
室
に
．
つ
い
て
一

蹴
大
和
文
華
館
↑
年
末
年
始
の
休
室
日
は
、
十
二
月
二
一

郷
臼
杵
市
立
臼
杵
図
書
館
◆
利
用
案
内
？
、
十
七
日
か
ら
一
月
五
日
ま
で
と
な
っ
て
一

剛
東
京
都
立
中
央
図
書
館
（
東
京
誌
‐
利
用
資
格
、
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
十
二
月
一
干
一

料
）
学
術
研
究
の
た
め
に
当
館
の
資
料
を
七
日
が
土
曜
日
に
当
た
る
た
め
十
二
月
一

畑
大
須
文
庫
必
要
と
す
る
人
二
十
六
日
（
金
）
を
臨
時
休
室
と
さ
せ
一

繩
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
利
用
手
続
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
間
違
い
の
な
い
一

珊
柿
術
文
庫
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
登
録
が
必
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一

狐
蘆
庵
文
庫
要
で
す
。
身
分
証
明
書
を
持
参
の
う
え
、
な
お
、
年
始
は
一
月
六
日
（
火
）
よ
一

畑
夢
望
庵
文
庫
カ
ウ
ン
タ
ー
で
登
録
申
請
を
行
っ
て
く
り
通
常
ど
お
り
閲
覧
業
務
を
開
始
し
ま
一

”
四
国
大
学
附
属
図
瞥
館
（
凌
霄
文
だ
さ
い
。
「
資
料
利
用
カ
ー
ド
」
を
発
す
。

庫
）
行
し
ま
す
。
利
用
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
情
報
一

卿
新
潟
大
学
附
属
図
番
館
（
佐
野
文
閲
覧
時
間
サ
ー
ビ
ス
係
に
お
願
い
し
ま
す
。

庫
）
九
時
～
十
七
時
電
話
○
三
－
三
七
八
五
－
七
二
三
一

獺
石
川
県
立
図
書
館
（
李
花
亭
文
庫
）
文
献
複
写
受
付
時
間
内
線
四
五
八
一

郷
名
古
屋
市
博
物
館
九
時
半
～
十
五
時
半

”
＊
北
方
文
化
博
物
館
一

ー､

0

ー ー ー
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国文学研究資料館報第61号 平成15年9月

平成15年度秋｡冬季学会①事務局②開催日③会場
（プログラム等詳細は当館ホームページhttp://www・nijLacjp/events/gakkai-top.html参照）

歌舞伎学会①〒169-80釦新宿区西早稲田l‘l早稲田大学演劇博物館内03-3"3-4141内線71-5936(月曜午後のみ）

②12月13･14日③南山大学

訓点語学会①〒155m32世田谷区代沢1-20.10axO3.3487E4891@11月14日③長野県松本勤労者福祉センター

国語学会①〒113.0033文京区本郷7-3-l東京大学文学部国語研究室内03-35841-3813事務取扱：

〒113.0033文京区本郷1-13.7日吉ハイツ40403.5802-0615@11月15．16日③信州大学

上代文学会①〒142.8602品川区大崎4.2.16立正大学文学部906(近藤)研究室内03.5487-3286

②10月18.19日③東京大学本郷キャンパス・専修大学神田校舎

昭和文学会①〒101-0064千代田区猿楽町2.2.5笠間書院内03-3295-1331@11月15日③東京学芸大学

全国大学国語教育学会①〒680-8551鳥取市湖山町南4-101鳥取大学教育地域科学部内0857-31-5083
②10月11．12日③沖縄県女性総合センター「ているる」・沖縄県自治研修所

全国大学国語国文学会①〒101-0064千代田区猿楽町1-3-1㈱おうふう気付03-3294-0857

②12月6～8日③大阪大学

中古文学会①〒191-8510日野市大坂上4-1･1実践女子大学文学部横井研究室内042.585.8835faxO42.585.8847

②10月11～13日③同志社大学

中世文学会①〒150-8366渋谷区渋谷4-4-25青山学院大学文学部日本文学科佐伯真一研究室内033409-7731

②10月25～27日③同志社大学

日本演劇学会①〒560.8532豊中市待兼山町l-5大阪大学大学院文学研究科演劇学研究室内06-6850･6111

②12月6．7日③成城大学

日本音声学会①〒113-8622文京区本駒込5-169日本学会事務センター03-5814-5801

②9月27.28日③関西大学

日本歌謡学会①〒340.0042草加市学園町1-1濁協大学外国語学部言語文化学科飯島一彦研究室内048.943.

1039②10月18．19日③高岡万葉歴史館

日本近世文学会①〒102-8357千代田区三番町12大妻女子大学文学部江本裕研究室内03-5275-6028

②11月22～24日③金沢大学

日本近代文学会①〒169.8050新宿区西早稲田1-61早稲田大学教育学部東郷克美研究室内事務取扱〒113.

8622文京区本駒込5169学会センターC21'日本学会事務センター内03&5814-5810

②10月25.26日③金沢大学

日本言語学会①〒602-8048京都市上京区下立売通小川東入075.4153661@11月22日･23日③大阪市専大学
日本語教育学会①〒1010065千代田区西神田2-4-1東方学会新館03.3262.4291@iO月11･12日③大阪大学
日本児童文学学会①〒484-8503愛知県犬山市字内久保61.1名古屋経済大学短期大学部川勝研究室内0568.

67.0616内線1307faxO568L68-3173@10月25･26日③大阪国際児童文学館

日本社会文学会①〒840.8502佐賀市本庄l佐賀大学文化教育学部日本・アジア文化講座0952-28-8221

②9月10．11日③琉球新報ホール

日本文学協会①〒170･0005豊島区南大塚2-17-1003-3941-2740@11月8．9日③東京都立大学

日本文学風土学会①〒277-8585東葛飾郡沼南町大井2590二松学舎大学文学部04-7191-8753②③未定

日本文体論学会①〒110-0004台東区下谷1-5-34三修社内03.3842-1711｡1月8･9日③大阪学院大学

日本方言研究会①連絡先l〒980-8576仙台市青葉区川内東北大学大学院文学研究科国語学研究室気付022‐

217b5987連絡先2〒115.8620北区西ケ丘3.9-14国立国語研究所気付03.5993-7630

②11月14日③信州大学

俳文学会①〒171.8501豊島区西池袋3.34-1立教大学文学部日本文学科加藤定彦研究室内03-3985-3558

②10月18～20日③佐渡島総合開発センター

萬葉学会①〒558-8585大阪市住吉区杉本3-3-138大阪市立大学文学部国語国文学研究室内06-6605-2413,2414

②10月11．12日③神戸松蔭女子学院大学

紫式部学会①〒230.0063横浜市鶴見区鶴見2-l-3鶴見大学文学部日本文学科研究室内045-581-1001(f@
②12月6日③東京大学本郷キャンパス

和歌文学会①〒162.8644新宿区戸山1-24･1早稲田大学文学部兼築研究室内03.5286･3708"

②10月25～27日③香川大学

和漢比較文学会①〒102-816O千代田区富士見2-17-1法政大学文学部天野紀代子研究室内03-32"-9479

②9月20.21日③法政大学
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